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宮
本
武
蔵

の

『
独
行
道
』

『
独

行
道
』

と

い

う
宮
本

武
蔵

の
真
筆

が

残

っ
て

い
る
。

ま

ず

、

『
独

行

道
』

と

一
行

に
墨
書
し

た

題
名
が

あ

る
。
次

に
本

文
が

合
計

二
十

一
条

。
各

一
条
を

、

コ

…
…

」

と
下
を

そ

ろ
え

て
二
行

に
書

い
て

い
る

。
余

白

を
す

こ
し

と

っ
た
あ
と

に
小

さ
く

「
正
保

武
年

」

、
行

を
か

え

て

「
五
月
十

二
日

新

免
武

蔵
」

そ
の
次

の
行

に
、
右

の

「
武

蔵
」

の
字

の

「
蔵
」

の
左
横

か

ら

「
玄

信

」
、

そ

の
下
に
花
押

、

「
玄
信

」

の

「玄

」
か

ら
右

の

「
武

蔵

」

に
か

か

っ
て
額

形

の
朱

印

「
二
天

」
を

お
す

。
最
後

の
行

、

中
ほ
ど

か

ら
下

に

「
寺

尾
孫
之

丞
殿

」
と

当

て
名

を

書

い
て

い
る
。

日
付

け
以
下

は
、
右

の
題
名

、
本
文

と
く

ら

べ

て
や

や
墨

色

ち
が

い
、
字

体

も
小

さ
く

な

っ
て
い
る
が

別
筆
で

は
な

い
。

こ
れ

は
、

題
名

、
本

文

と

日
付

け

・
署

名

・
当

て
名

と

の
執
筆

が
別

日
で
あ

る

こ
と

を

示
す
も

の
だ

ろ
う
。

(
料

紙
は
紙

)

〈
　

熊

本
市

鈴
木

猛
氏

蔵

〉

武

蔵

に
は

『
五
輪
書

』

と

い
う
後

人

に
よ

っ
て
命
名

さ
れ

た
著
述

が
あ

る
が

、
真
筆

は

残

っ
て
い
な

い
。

い
ま
見
ら

れ

る
も

の
は
、

武
蔵
が

『
五

輪

書
』

を
起
筆

し

た
寛

永

二
十
年

(
一
六

四
三

)
十

月
十

日
よ
り

は

る
か

後

年
、
寛

文

七
年

二

六
六

七

)

二
月
五

日
、
寺

尾
夢
世

勝

延
か

ら
山
本

源

介

に
授

け

た
も

の
で

あ

る
。

(細

川

護
立
氏

蔵

岩
波

文
庫

本
あ

り

)

こ
れ

に
は
地

水
火

風
空

の
全

五
巻

の
各

巻
末

ご
と

に

、

「
正
保

二
年

五
月

十

二
日
」

(地

の
巻

の
み

「
年

」
が

「
歳
」

)
、

「
新
免

武
蔵

」

「
寺

尾

紫

藤

誠

也

孫

之

丞

殿
」
の
記

載
が

あ

る
。
こ
こ
ま
で

は
全

五
巻

と
も

同
筆

、き

わ

め

て

能
筆

で

は
あ

る
が

、
と
き

ど
き

誤
写

ら
し

い
も

の
が

見

う
け
ら

れ

る
。

そ

の
あ
と

に
、
各

巻

と
も

、

「
寛

文

」
以
下

の

日
付

け

、
「
寺

尾
夢

世
勝

延

」

の
署
名

、
花
押

と
当

て
名

が
あ

る

。

「孫

之
丞
」

と

「
夢
世

勝
延

」
が

同

一

人
で
あ

る

こ
と
は

、

「
寺

尾
孫

之
允

勝
信

(
マ

マ
)
同
求

馬
信

行
、

此
両

人

に
流
儀

相

伝
あ

り
。
孫

之
允

後
夢

世
と

号
す

」

(
『
二

天
記

』

)
に

よ

っ
て
も
知

ら

れ
る
。

武
蔵

は
正

保

二
年

(
一
六

四

五

)
五
月
十

九

日
、
肥

後
熊

本
で

没
し

た

の
で

、
そ

の
死

ぬ
数

日
前

の
同
じ

日

に
、

『
独
行

道
』

は

、

『
五
輪
書

』
と

と
も

に
、

そ

の

一
の
弟
子
寺

尾
孫

之

丞

に
伝

授

さ
れ

た
も

の
で

あ

る
。

武

蔵

は
、

「
生

国

播
磨

の
武
士

新
免

武
蔵

藤
原

の
玄

信

」
と

『
五
輪
書

』

に

い
う
よ

う

に
、

藤

原
姓

、
名
字

は
新

免

、
武
蔵

と
称

し

、
玄

信

と

い

っ

た
。

(
「
武
蔵

守

」
と
あ

る

の
は
流
派

を

つ
い
だ

門

人
よ

り

の
尊

称

)

「
二
天

」

の
号
が
あ

る
。

武
蔵

の
没
後

、
養

子

の
宮
本

伊
織

が

承
応

三
年

(
一
六

五

四
)
、
豊

前
小

倉

に
建

て
た

「
新
免

武

蔵
藤

原
玄

信

二
天
道

楽

居
士

碑

」

(
以
下

『
小
倉

碑
文

』
と

い
う

)
は
、

肥
後

熊
本

泰
勝
寺

第

二

世

の
春

山

の
撰
文

で

あ

る
。
そ

の
文
中

に
も

「
武
蔵

玄

信
号

二
天

」

と

い

う
。

「
道
号
を

二
天
道
楽

と
号

す
」

と

『
二
天
記

』
で

は
書

き

と
め
た

。

類
似

の
額
形

「
二
天
」
印

の
使

用

の
あ

と

は
、
武

蔵

の
絵
画

作

品

の
中

で

代
表

作

に
数

え
ら

れ

る
、

「
達
磨

の
頂

相

図
」

「
達
磨

の
図

」

「
梅

に
は

一21一



と
の
図
」

(
と
も

に
細

川
護
立
氏

蔵

)

「
さ
ぎ

の
図

」

(松

井

明
之
氏

蔵

)
な

ど

に
見
ら

れ

る
。

宮
本

武
蔵

の

「
宮
本

」
と

い
う

の
は

、

そ

の
出

身

の
地

名

か
ら

き
た

通
称

で
あ

ろ

う
。

な

お

「
武

蔵
政

名
」

は

、
享

保
元

年

(
一
七

=
ハ
)
出

版
さ

れ
た

日
夏

繁
高

の

「
本

朝
武

芸
小

伝

」
に
最
初

出

て

い
る
。

こ
れ
は

多

分
、

「
法

名
玄

信

二
天
」

と

誤
記
し

て
、
名

乗
り

に

こ
ま
り

、

「
正
し

い
名

」

(
政

名

)
と
し

た

の
で

は
な
か

ろ

う
か

。

一22=

 

独

行

道

世

々
の
道
を

そ

む
く
/

事

な
し

身

に
た

の
し

み

を
た

く
/

ま
ず

よ
ろ
ず

に
依

枯

の
心
/

な

し

身

を
あ

さ
く

思
世

を
/

ふ

か
く

思

ふ

一
生

の
間

よ

く
し

ん
/

思
わ

ず

我
事

に
お
ゐ

て
後
悔

を
/

せ

ず

善
悪

に
他
を

ね
た

む
/

心
な

し

い
つ

れ

の
道

に
も

わ
か

れ
を

/
か

な
し

ま

ず

自
他

共

に
う

ら
み

か

こ

つ
/

心

な
し

れ

ん
ぼ

の
道

思

ひ
よ

る
/

こ

こ
ろ
な
し

物
毎

に
す
き

こ
の
む
/

事

な
し

私
宅

に
お
ゐ

て
の
ぞ

む
/

心
な

し

身

ひ
と

つ
に
美
食

を
/

こ
の
ま

ず

末

々
代

□

な

る
古
き

道
具
/

所

持

せ
ず

わ

が
身

に

い
た

り
物

い
み

/

す
る
事

な
し

兵

具

は
各
別

よ

の
道

具
/

た
し

な
ま

ず

道

に
お
ゐ

て
は

死
を

い
と

/
わ

ず

思

ふ



凌

一

老
身
に
財
宝
所
領
/
も
ち
ゆ
る
心
な
し

一

仏
神
は
貴
し
仏
神
を
/
た
の
ま
ず

身
を
捨
て
も
名
利
は
/
す
て
ず

常
に
兵
法
の
道
を
/
は
な
れ
ず

正
保
武
年

五
月
十
二
日

新
免
武
蔵

玄
信

(花

押

)

寺
尾
孫
之
丞
殿

注
①

仮
名

は

一
文
字

に

つ
い
て
も
変
体

仮
名

を

い
く

つ
か
使

用
し

て

い
る

が

す

べ
て

現
行

の
も

の

に
統

一
し

た
。
必

要
な

も

の
に
濁

点

を

つ
け

た
。

②

各
条

、
下

を
そ

ろ
え

て
二
行

に
書

い
て

い
る

の
を

、
改

行

に
/
を

入

れ

て
、

一
行

に
ま
と

め
た
。

③

「
、
」

の
反

復
記

号
を

用

い
て
い
る

の
は

、
「
々
」

に
改

め
た

。

④

口
は
判

読
し

に
く

い
文
字

を
示

す
。

『
二
天

記
』

は
、

「
什
物

と
」

と
記

録
、
池

辺
義

象
氏

は
、

「
末

々
代
口

な

る
」

を
削
除

し

て

い
る
。

⑤

下
欄

の
番
号

は
、

便
宜

上

各
条

に

つ
け
た
通

し
番

号
で

あ

る
。

『独

行
道

』

の
本
文

は

こ

の
よ
う

に

二
十

一
条

で
、

真
筆

が
残

っ
て

い

る

の
に
、

長

い
間
、
十

九
条

で
あ

る
か

の
よ

う

に
あ

や
ま
ら

れ

て
き
た

。

こ
の
あ
や

ま
り

は
、
武

蔵

の
没
後

、

約
百
年
後

に
.て
き

た
武

蔵

の
伝
記

、

『
二
天
記
』
(
豊

田
正

脩
著
、

同
景
英

校

。
宝

暦

五
年

〈
一
七

五

五
〉
刊

)

が
、
十

九
条

と
記

録

し
た

た
め

に
、
ま

ず
は

じ
ま

っ
て
い

る
。

一
、

〈
正
保

二
年

〉
五
月

十

二
日
、

〈
松
井

〉
寄

之
主

〈
沢

村

〉
友
好

主

へ
為
遺

物

腰

の
物

井
鞍

を
譲

り
あ

り

。
寺
尾

勝
信

に
五
輪

の
巻

、

同
信
行

に

三
拾

五

ヶ
条

の
書

を
相
伝

也
。

其
外

夫

々
遺
物

あ

り
。

〈

一一



中
略

〉
物

事
か

た

つ
け

(
一
本

カ
キ

ッ
ケ

)
極

め
ら
れ

て
、
自

誓

の

心

に
て
書

せ
ら

れ

る
。
(
1

)

と
武

蔵

が
死

ぬ
前

に

「
か

た
み
わ

け
」
を
し

た

こ
と
を

詳
細

に

の

べ
、

こ

の
あ

と

に

『
独

行
道

』
を

、
武

蔵

の
署
名

の
と

こ
ろ
ま

で
記

録
し

な
が

ら

本

文

は
十
九

条
句

を

あ
げ

、
第

四
条

と
第

二
十
条

と

を
省
略

し

て

い
る
。

明

治

四
十

二
年

二

九

〇
九

)

、
宮
本
武

蔵
遺

蹟

顕
彰
会

発
行

の

『
宮

本
武

蔵
』

は
、

池
辺
義

象

氏

の
執
筆

で
も

っ
と
も

す

ぐ

れ
た

武
蔵

研
究

の

書

で

あ

る
。
巻

頭

に
武

蔵
真

筆

の

『
独
行
道

』

の
写
真

(
こ
れ

は
現
存

す

る
真

筆

の

二
十

一
条

で
あ

る

)
を
か

か
げ

な
が

ら
、
本

文
中

に

は
、

「
こ

の

人
嘗

て
独

行
道
と

称
し

、
自
戒

の
文

十
九

条

を
自

署
し

て
云
く

(下

略

)

」
と

述

べ
、
十

九
条

目
を

あ
げ

、

や
は

り
第

四
条

と
第

二
十

条
と

を
省

略

し

た
上

に
、

真
筆

の
条
句

の
順

序
を

か

え
た
り

、
各
条

の
辞

句
を

著
し

く

改
あ

て
お
ら

れ
る

。

吉

川
英

治

氏
も

「
彼

の
自
戒

の
壁

書
文

」
と

題
し

、

「伝

え
ら
れ

て

い

る
も

の
に
は

、
独

行
道

二
十

一
条

と

い
う
も
あ

り
、

十
九
条

、
或

は
十

四

条

な
ど

、
ま
ち

ま
ち

で
あ

り

、
ま

た
章

句

の
順

序
も

一
定

し

て
い
な

い
」

(
『
随
筆

宮

本
武

蔵
』

講
談

社
版

)

と
い

い
、
順
序

ま
ち

ま
ち

の
十

四
条

句

を
あ
げ

て
い
る

。

そ

の
下

欄

に
は
武

蔵
真
筆

『
独

行
道

』

の
写

真

を
か

か
げ

て

い
る
が
、

こ
れ
も

現
存

す

る
真
筆

の
二
十

一
条
で

あ

る
。
な

お
十

四
条

の
も

の
は
存
在

し

な

い
。

最

近
、

杉
浦

明
平

氏

の

二

匹
狼

と
家
畜

の
生
き

か
た

L

(
「
戦

国
乱

世

の
文
学

』
岩

波
新

書

)
、
藤

森
成

吉
氏

の

「
宮
本

二
天

」

(
『
古
美

術

』
5

三
彩
社

)な

ど
、

す
ぐ

れ
た
労

作

が
発
表

さ

れ

て
い
る
が

、

『
独
行

道

』

に

つ
い

て
は

、

真
筆

に
よ
ら

ず

に
、
池
辺

義
象

氏

の
改
作

さ
れ

た
十

九
条

を

、

い
ず
れ

も
引

用
さ

れ

て
、
武

蔵

の
真

意
を

伝

え

て
お
ら
れ

な

い

の
は
ま

こ
と

に
惜
し

ま

れ
る
。

こ
れ
ら
は

み
な

、

『
独
行

道
』
を

、

武
蔵

の
真
筆

が

現
存

し
な

が

ら
直

接
そ
れ
に
よ
ら
ず

、

『
二
天
記

』
や

、

明
治

に
な

っ
て
池

辺
義

象

氏

の
改

作
さ

れ
た
も

の
に
そ

の
ま
ま
依

存

し

て
き
た
た

め

の
あ

や
ま

り
で

あ

る
。

二

『
独
行
道
』

と

い
う

題
名

の
よ

み
は

"

53214

ド

ク

カ

ウ

タ

ゥ

ド

ク

ギ

ャ

ウ
ダ

ウ

ヒ

ト

リ

ユ
ク

ミ

チ

ド

ク

カ

ウ

ノ

ミ

チ

ヒ

ト

リ

オ

コ
ナ

フ

ミ

チ

な

ど
が
考

え
ら

れ

る
。
従

来

、

「
定
本

国
民

座
右

銘

」

・
吉

川
英

治
氏

・
司
馬

遼
太
郎

氏

が
あ

る
。

武
蔵

は
何

と
読

ん
だ
か

わ

か
ら

な

い
。

1

の

「
ド
ク

カ
ウ
ダ

ゥ
」
で

よ

い
だ

ろ
う
。

こ
こ
で
、
武

蔵

の
文

字
使

用
例
を

、

『
五
輪
書

』

細
川
本

(岩

波
文

庫

本

)
で
考
察

を

し

て
み
る
。

た
だ
し

、

『
五
輪

書
』

は
、
直

筆
本

が

残

っ

て
い
な
く

て
、

ま
だ
厳

密
な
校

定
作

業
が
加

え

ら
れ

て

い
な

い
。

〈
独
〉

一
字

だ
け
で

、

「
ド
ク
」
と
音

よ
み

し
た
例

は
な

く
、

「
ヒ
ト

リ
」
と

読
ん
で

い
る

の
が

二
例
。

「
独
太

刀
を

と

っ
て
も
、
其

敵

々

の
智
略

を
は

か

り
、

(
中
略

)
朝

鍛
夕
練

し

て
、
み
が

き

お
ほ

せ

て
後

、
独

自
由

を
得

お

の
つ
か
ら
き

ど

く
を

得
、

(下

略

)
」

(火

の
巻

)
ほ
か

に
、
か

な
書

き

が

一
例
。

「
長

き
太

力
好

ム
身

に
し

て
は
、
其

云
わ

け

は
あ
る
も

の
な

れ
ど
も

、

そ
れ
は
其

身

ひ
と
り

の
理
也

」

(
風

の
巻

)

〈
行
〉
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a
、

こ
の

一
字

だ

け
で

、

「
ユ
キ

」
と
読

ん

で

い
る

の
が

三
例

「
其

は
か

行

て
、

手

際

よ
き
も

の
也

。
果

敢

の
行
、

手
ぎ
わ

よ
き

と

云

所

」

(
地

の
巻

)

「
は

ぬ
る
足

、
は

ぬ
る

と
云

心

に
て
、

は
か

の

行

か

ぬ

る
も

の
也

」

(
風

の
巻

)

b
、

「
行
」

の
字
を

、

「
ギ

ャ
ウ
」

「
カ

ウ
」
と

「
音

よ
み

」
し

た
り

、

「
オ

コ
ナ

フ
」
と

「
訓

よ

み
」
し

た
例

は
見

あ
た

ら
な

い
。

c
、

「
ゆ
か

」

「
ゆ
き

」

「
ゆ
く

」
と

か
な

書
き

し

て

い
る
も

の
十

五
例

「
わ

き

の
道

へ
心

の
ゆ
か

ざ

る
や

う

に
」

(
水

の
巻

)
「
奥

へ
ゆ
か

ん
」

「
は

や
く

ゆ
き

が
た

し

」

「
合

点

の
は

や
く

ゆ
く

理
」

(
以

上
、
風

の

巻

)

「
は

か

ゆ
か
ず

」

二
例

、

「
は
か

ゆ
か
ざ

る
」

五
例

、

「
ゆ
き

あ

た

る
」

二
例

な
ど
が

あ

る
。

d

、

「
お

こ
な

ふ

(
ひ

)
」
と

い
う

か
な
書

き

、
十
七

例
。

そ

の
う
ち

で

「
道

」

と

い
う
語

に
前

後
し

て
出

る
も

の
十

例
。

1
武

士

の
兵
法

を

お

こ
な

ふ
道
は

、
何

事

に
お
ゐ

て
も

人

に
す

ぐ

る
る

所

を
本

と
し

…
…

…

(
地

の
巻

ノ

2
漢

土

和
朝
ま

で

も
、
此

道
を

お

こ
な
ふ
者

を
兵

法

の
達
者

と

い
ひ

伝

へ
た
り

。

(
地

の
巻

)

3
道

々
事

々
を

お

こ
な
ふ

に
、
外

道

と
云

心
あ
り

。

日
々

に
其

道

を
勤

る
と
云

と
も

、

心

の
そ
む

け
ば

、
其
身

は

よ
き
道

と
お

も

ふ
と
も
、

直

な

る

所
よ

り
見

れ
ば

、

実
の
道

に
は
あ

ら

ず
、
実

の
道

を
極

め
ざ
れ
ば

少

心

の
ゆ
が

み

に
付

て
、

後

に
は
大
き

に
ゅ
が
む

も

の
也

(
地

の
巻

)

4
兵
法

の
道
お

こ
な

ひ
得

て
は
、

一
つ
も

見

へ
ず

と

云
事

な
し

。

,
(
地

の
巻

)

5
右

一
流

の
兵
法

の
道
、

朝

な
　

夕
な
　

勤

お

こ
な
ふ

に
よ

っ
て

お

の
つ
か

ら
広

き

心

に
な

っ
て
…
…

(
地

の
巻

)

6
我

兵
法

を
学

ば

ん
と

思
ふ

人
は

、
道

を
お

こ
な

ふ
法
あ

り

。
第

一
に

よ

こ
し

ま

に
な
き
事

を

お
も

ふ
所

、
第

二

に
道

の
鍛
練

す

る
所

、
第

三

に
諸

芸

に
さ

は

る
所
、
第

四
に
諸
職

の
道
を

知
事

、
第

五

に
物

毎

の
損

徳

を
わ

き
ま

ゆ

る
事
、
第

六

に
諸

事
目

利
を
仕

覚

る
事

、
第

七

に
目

に

見

え

ぬ
を
さ

と

っ
て
し

る
事

、
第

八

に
わ
つ

か

な
事

に
も

気
を
付

る
事

、

第

九

に
役

に
た

た
ぬ
事

を

せ
ざ

る
事

、
大

形
如
此

理

を
心

に
か

け

て
、

兵
法

の
道
鍛
練

す

べ
き

也
。

(地

の
巻

)

7

大

キ
な

る
兵
法

に
し

て
は

、
善

人

を
持
事

に
か
ち

、
人
数

を

つ
か

ふ

事

に
か

ち

、
身

を
た
だ

し

て
お

こ
な

ふ
道

に
か
ち

、

国
を
治

る
事

に
か

ち

、
民

を

や
し

な

ふ
事

に
か

ち
、

世

の
例
法

を

お

こ
な
ひ
か
ち

、

い
つ

れ

の
道

に
お
ゐ

て
も

、
人

に
ま

け
ざ

る
所

を
し

り

て
、
身
を

た
す

け
、

名

を
た

す
く

る
所

、
是

兵
法

の
道

也

。

(地

の
巻

)

8
兵
法

の
道

に
お
ゐ

て
も

、
其
敵

/
＼

と

し
な

れ
、

人

の
心

の
軽

重
を

覚

へ
、

道

を
お

こ
な

ひ
得

て
は
、

太

刀

の
遠

近

遅
速
迄

も

み
な
見

ゆ

る

儀

也
。

(
風

の
巻

)

9
此
兵

法

の
道

に
お
ゐ

て
も
、
武

士

と
し

て
道

を

お

こ
な

ふ

に
、

士

の

法

を

し
ら
ざ

る
所
、

空

に
は
あ
ら

ず

し

て
、
色

々
ま

よ
ひ

あ
り

て
、

せ

ん
か

た
な

き
所

を
空

と
云

な
れ

ど
も

、
是
実

の
空

に
は
あ

ら
ざ

る
也
。

10
武
士

は

兵
法

の
道

を
臓

に
覚

へ
、
其

外
武

芸

を
能

つ
と

め
、
武

士

の

お

こ
な
ふ

道
、

少
も

く
ら

か
ら
ず

、

心

の
ま

よ
ふ
所

な
く

、
朝

々
時

々

に
お

こ
た

ら
ず

。

(
9

・
10

空

の
巻

)

以

上
、

十
例

の
う
ち

、

「
お

こ
な

ふ

(
ひ

)
」
と

い
う

の
は

、

「
兵

法
を

お

こ
な

ふ
」

と

い
う
意
味

に
使

わ

れ
る
場

合
が

多

い
。

た
だ
し

、

7

の

「

身

を

正
し
く

お

こ
な
ふ

道
」

の

「
お

こ
な
ふ

」
は

、

「
独

行
道

」

の
題
名

に
関
連

が
あ

る
。
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〈
独

行

・
行
道

V

と
も

に
、

『
五
輪

書
』

中

に

は
見
あ

た
ら

な

い
。

〈

道

〉

『
独

行
道
』

の
本
文
中

に
、

「
道
」

が

五
例
。

す

べ

て

「
ミ
チ
」

と
読

む
。

「
ダ

ウ
」

と
は

「
音

よ
み

」
で
き

な

い
。

「
世

々

の
道

」

(
1

)
、

「
い
つ

れ

の
道

」

(8

)
、

「
れ
ん
ぼ

の
道

」

(10

)
、

「
道

に
お

ゐ

て

は
」

(
17

)
、

「
兵
法

の
道

」

(
21

)
と
出

て
い
る
。

『
五
輪
書
』

中

、

「
道

」
を
含

む
語

彙
が

二
百

三
十

余
。

(細

川
本

に

は

誤
字

が

見

う
け
ら

れ

る

の
で

、

「余

」

と
し

て
お

く
。

な
お

、
道

具

・

道
場

の
類

を
は

ぶ
く

)
う
ち

、
「
音

よ
み

」
を

す
る
も

の
は
、

天
道

、
道

理
、

文

武

二
道

、
外
道

、
悪

道

、
儒
道

、
寄

道
者

、

得
道

な
ど

の
数

語

で
、

残

り

大
部

分
は

、

「
み
ち

」
と

「
訓

よ
み

」
し

て
い
る
。

「
道

」
は
、

『
五
輪
書

』

で

、

ど
う

い
う
意
味

に
使

用
し

て

い
る
か
。

「
兵
法

の
道

」
を

さ

す
。

(
こ
れ
が
、

多

い

)

「
兵
法

と

云
事
、

武
家

の
法

な

り
。
将

た

る
も

の
は

、
と

り
わ
き

此
法

を
お

こ
な
ひ

、
卒

た
る

も

の
も

此

道
を
知

る

べ
き
事

な

り
」

「
此
道

に

お
ゐ

て
、
太

刀
を

振
得

た

る
も

の
を
、

兵
法
者

と

世

に
云
伝

へ
た

り
」

(地

の
巻

)
「我

道

を
伝

ふ

る
に
、

誓
紙

罰
文

な

ど
と

云
事

を
好
ま

ず

」

(風

の
巻

)

②

「
諸

芸
諸

能

」
を

い
う

。

「道

を

顕
し

て
有

ば
、

仏
法

と
し

て
人
を
た

す

く
る
道

、
又

儒
道

と
し

て
の
文

の
道
を

糺

し
、
医
者

と

い
ひ

て
諸
病

を
治

す

る
道
、
或

は
寄
道

者

と

て
和
寄

の
道
を

お
し

へ
、
或

は

数
寄
者

、

弓
法

者

、
其
外

諸
芸

諸
能

ま
で

も

思

ひ
/
＼

に
稽

古
し

、
心

々

に
す
く

も

の
也
」

「
道

に
お
ゐ

て

儒
者

、

仏
者

、
数

寄
者

、

し

つ
け
者
、

乱
舞
者

、

此
等

の
事

は
武

士

の

道

に
は
な
し

。
其

道

に
あ

ら
ざ

る
と

い
ふ
と

も

、
道

を
広

く
知

れ
ば

、

物

毎

に
出
あ

ふ

事
也

」

(地

の
巻

)

「
よ

ろ
ず

の
芸

能
、
其

道

/
＼

を

わ

た
り

」

(
水

の
巻

)

③

「文

武

二
道
を

嗜

む
事

」

「武

士

は
文
武

二
道
と

い

ひ

て
、

ニ

ツ
の
道

を
嗜

事
是

道
也

」

(
地

)

④

「専

門
的

な
も

の
」

「
人

の
世

を
渡

る
事

、
士

農

工
商

と

て
四

ッ
の
道
也

」

(地

の
巻

)

⑤

「
方

法

」

「
手

段

」
ま

た
は

「
こ
と
」

「
と

こ
ろ

」

の
意

。

「
人

に
ま
く

る
道

」

「
死

ぬ
る
と

云
道

」

「
死
す

る
道

」

(
地

の
巻

)

単

に

「
道
路

」

の
意

「
さ

か
し

き
道

」

(地

の
巻

)

「
千
里

の
道

も

ひ
と

足
宛

は

こ
ぶ
な

り
」

(
水

の
巻

)

「
細

道

」

「
常

の
道

を
あ

ゆ

む
が
ご

と

し
」

(
風

の
巻

)

な

お
、
火

の
巻

に
、

「
舟

路

」

「
海

路
」

の
各

一
例

が
出

て
い

る
。

こ
の

よ
う

に
、
「
道
」
に

つ
い
て
は
、

多
様

に
使

っ
て

い
る
。

そ
し

て
、

こ
れ

が

「
実

の
道
」
(
二
十
例

、
う
ち

一
例

に
は
、

「
実

」

に

「
ま

こ
と

」
ふ

り
が

な
あ

り

)

「
ま

こ
と

の
道

」

(
一
例
、

地

の
巻

)
と
熟

す

る
と
、

「

長
き

太

刀
好
む

身

に
し

て
は
其

云
わ

け
は
あ

る
も

の
な
れ

ど
も

、

そ
れ
は

其

身

ひ
と

り

の
理
也

、
世

の
中

の
実

の
道

よ
り

見
る

と
き

は
、
道

理

な
き

事
也

」

(
風

の
巻

)

の
、

「
世

の
中

の
」

「
実

の
道

」
と

な
る

。

そ
し

て

「
世

の
中

の
道

、
人

の
直

な

る
道

理

よ
り
見

せ

(
れ

カ

)
ば

、

長
き

に
か

た
づ

き
、

短
き

を

理

(利

力

)
に
し

、

つ
よ
き

よ
わ

き
と

か
た

づ
き
、

あ

ら
き

こ
ま

か
な

る
と

云
事
も

、

み
な

へ
ん

な
る
道

な

れ
ば

」

(
風

の
巻

)

「
縦

何
程

の
敵

に
打

ち
か
ち

て
も

、

な
ら

い

に
背

く

事

に
お
ゐ

て
は

、
実

の
道

に
あ

る

べ
か
ら
ず

」

(水

の
巻

)
と

あ

る
よ

う

に
、

「
道

」
は

「
世

の
中

の
道

」
.て
あ
り

、

「
人

の
直

な

る
道
理

」
で

あ

り
、

「
な

ら

い
に
背

～一



く
事

」

は

「
実

の
道

」
で

な

い
、
す

な
わ
ち

武

蔵

の

い
う

「
道

」
と

い
う

も

の
が

、

「
世

」

に
関
し

て
こ
そ
存
在

す

る

こ
と
が

理
解

て
き

よ

う
。

『
独

行

道
』

と

い
う

の
は
、

「
独

行

」

の

「
道

」
か

、

「
独

り

、
お

こ

な

う

(
お

こ
な
.っ
た

)
道

」
か

、

い
ろ

い
ろ
考

え

ら
れ

る
。

「
独

行

」

の
文

字

は
、

「
其
特

立

独
行

、
有

如
此
者

」

(礼

記
、

儒
行

)

「
士

之

特
立

独

行
、
適

於
義

而

己
、

不
顧

人
之

是
非

、
皆
豪

傑
之

士

、
信

道
篤

而

自
知

明
者

也

」

(韓
愈

、
伯
夷

類

)
、

「
居

天
下
之

広
居

、
立

天

下

之

正
位

、
行

天
下

之
大
道

、

得
志
与

民
由

之

、
不
得

志
独

行
其

道

、
富

貴

不
能

淫

、
貧
賎

不
能

移

、
威
武

不
能

屈
、

此
之

謂
大

丈
夫

」

(孟
子

、

藤

文
公

章
句

下

)
な

ど

に
出

る

が
、

こ
れ

は
君

子
、
士

を

い
う
時

の
ご

く

普

通

の
語
.て
、
後

漢
書

で

は
独

行
伝

と
し

て
節
義

の
士

た
ち

の
伝

を
集

め

て

い
る
。

こ

の
意

に
と
れ
ば

、

『
独

行
道
』

二
十

一
条

の
内

容

は
、
節

を

守

っ
て
、
世

俗

に
従

わ
な

か

っ
た
武

蔵

の

こ
こ
ろ
を
あ

ら
わ

し
た

も

の
と

見

る

こ
と
.て
が
き

る

だ

ろ
う
。

「
独

り

、
お

こ
な

ふ

(
お

こ
な

っ
た

)
道

」

と
、
考

え

る
と
き

さ
き

に

「
お

こ
な

ふ
」

の
7

の

「
身
を

正
し

て
お

こ
な

ふ
道

」
を
あ

げ

た
が

そ

の

「
独

り
、
身

を

正
し

く
お

こ
な

ふ

(
お

こ
な

っ
た

)
道

」

の
内
容

が

、
『
独

行

道
』

の
各

条
句

で

あ

る
。

『
独

行

道

』
に
は

、
武

蔵
が

、
そ

の
晩
年

、

一
生
を

ふ
り

か

え

っ
て
、
か

ね

て
実

践

し
た
事

柄

を
列
挙

し

た
も

の
で

あ

る
。

三

『
独

行

道
』

の

二
十

一
条

句

は
、

そ

の
構

成

か
ら

見

て
、
起

承
転
結

と

大

き

く

四

つ
に
分
け

ら
れ

る
。
起

は

、
第

一
条

よ
り
第

四
条
ま

で

の
四
条

句
。

『
独
行
道

』

の
眼

目

は
、

こ

の
四
条
句

だ

け
.て
ほ
と

ん
ど

い

い

つ
く

さ

れ

て
い
る
。

承

は

、
第

五
条

よ
り
第

十

六
条
ま

で

の
十

二
条
句

。

転
は

第
十

七
条

よ
り

第

二
十
条

ま
で

の
四
条

句
。
結

は

、
第

二
十

一
条

の

一
句

武
蔵

の

『
独

行
道

』

の
内

容

は
、

こ
の

一
条

句

に
ま

と
め

ら
れ

て

い
る
。

一

世

々
の
道

を

そ
む
く

事
な

し

ー

「
世

々

の
道

」

と

は
、
あ

ら

ゆ
る
時

代

の
す

べ
て

の
道

を
さ
す

。

「
道

」

に
は

、

「兵
法

の
道
」

「
諸

芸
諸

能

の
道

」

「
諸

職

の
道

」
、

そ
れ

ら

の

す

べ
て
を
含

ん
で

い

る
。

『
独

行

道
』

と
題

し
た

と

は

い
え
、

世
間

の
あ

ら

ゆ
る
時

代

の
す

べ
て

の
道

に
、

背
を

む
け

る
も

の
で

は

な

い

こ
と

を
第

一
に
断
言

し

て

い
る
。

「
世

々
」

の
語

、
『
五
輪

書
』
中
に
は
出

な

い
。
世

・
世

の
中

・
世
中

・

世
間

な

ど
は
あ

る

。

「
世

々
の
道

」
に
似

た

も

の
と
し

て
、

「
世

の
中

の

道

、
人

の
直
な

る
道
理

よ
り

見

せ

(
れ
カ

)
ば

、

:

:
み

な

へ
ん
な

る
道

な
れ

ば
」

(風

の
巻

)

「
そ
れ
は
其

身

ひ
と

り

の
理
也

、
世

中

の
実

の
道

よ
り

見

る
時

は
、

道
理

な
き
事

也
」

(
同

)
な
ど

。

「
を
」

は
、

文
法

的

に
は

「
に
」
通

ず

る

「
を
」

て
あ

る
。

「
そ
む

く
」
は

「
諸

芸
諸
能

に

至

て
も
、

拍
子

を

そ
む

く
事

は
有

べ
か

ら
ず
」

(地

の
巻

)

「
縦

何
程

の

敵

に
打
か
ち

て
も

、
な

ら

い
に
背

く
事

に
お

ゐ

て
は
、

実

の
道

に
あ

る

べ

か
ら

ず
」

(水

の
巻

)
な
ど
出

る
。

」

こ
の
第

一
条
句

は

、

い
わ
ば

『
独

行
道

』

一
巻

の
発
句

に
も

相
当

す
る

一

身

に
た

の
し

み

を
た

く
ま
ず

2

『
独
行

道
』

と
題
し
た

武
蔵

。

「
独
り

」
と

い

っ
た
か

ら
と

い

っ
て
、

個

人

の
た

の
し

み
、

悦
楽

を
追
求

し

よ
う

な
ど

と
は

考

え

て
い
な

い
。

「

先

、

気

に
兵

法

を
た

え
さ

ず

、
直
な

る
道

を
勤

て
」

(地

の
巻

)
い
く
武

う一



蔵

。
わ

が
身

に
悦

楽

な

ど

工
夫

し
た

く
な

い
と
。

「
た
く

む
」

は

、

「
工
夫

す

る
、
た

く
ら

む
」
意

。

「
種

々
様

々

の
道

具

を
た

く

み

こ
し

ら

へ
」

(
地

の
巻

)

「
其

あ

い
て

の
あ

し
き

や
う

に
た

く

む
事

な

り
」

(風

の
巻

)
な

ど

の
用
例
が
あ

る
。

こ
の
条
句

、

い
わ

ば

「
世

々

の
道

を
そ
む

く
事

な
し

」
と

い
う

発
句

に

対

し

て
脇
句

と

い

っ
で
も

よ

い
。

一

よ

う
つ

に
依
枯

の
心

な
し

3

「
よ
う

つ

に
」
と

ま
ず

書
き

だ

し

「
依

枯

(
え

こ
)
の

心
」

の
な

い

こ

と

の
簡

潔

に
し

て
力

強

い
宣

言
。

「
む
ざ

と

長
き

を
き
ら

ふ
に
は
あ

ら
ず

長

き
と

か

た
よ

る
心

を
き

ら

ふ
儀
也

(中

略

)
わ

が

一
流

に
お
ゐ

て
、

さ

や
う

に
か

た
づ
き

せ
ば

き

心
き

ら

ふ
事

也
」

(
風

の
巻

)
と
あ

る

「
か

た

よ
る

心
」

「
か
た

づ
き

せ
ば

き

心
」
が

「
依
枯

の
心
」
,
で

あ
る
。

「
常

に

も

、
兵

法

の
時

に
も

、
少
も

か

は
ら

ず
し

て
、
心
を

広
く

直
に
し

て
、
き

つ
く

ひ

っ
ぱ

ら
ず

、
少

も

た

る
ま
ず

、
心

の
か

た

よ
ら

ぬ
や

う

に
、
心

を

ま

ん
中

に
お
き

て
、

心
を
静

に
ゆ

る
が

せ

て
、

其

ゆ
る
ぎ

の
せ

つ
な

も
、

ゆ

る
ぎ

や
ま

ぬ

や
う

に

吟
味
す

べ
し

」

「
心
を

直

に
し

て
、
我

身

の
ひ

い

き

を
せ

ざ

る
や

う

に
心
を

も

つ
事

肝
要
也

」

(
と
も

に
水

の
巻

)
と

い

っ

た

心
境

で
あ

る
。

こ
の
条

句

、
第

三
に
す

え

た

と

こ
ろ
に
意
味

が

あ

る
。
ま

ず
第

一
条
で

「
世

々

の
道
」

と

い
う

「
他

」
を

あ
げ

、
第

二
条

で

は

「
自
身

」

(
わ

が

身

、

わ
れ

)
、
第

三
条

で

は

「
す

べ
て
の
も

の

(
こ
と

)
」
す

な
わ

ち

「

よ

う
つ
」

と

な
る
。

『
独

行

道
』

の
起

の
部

分

の

四
条
句

で

は
、
転

句

に

相
当

す

る
。

第

三

に
あ

っ
て
の
み

、
よ

く
生

き

る
条

句

。

(池

辺
氏

が

、
第

二
と
第

三
と

を
入

れ
か

え

て
い
る
の

は

、
あ

や
ま

り
で
あ

る
。

)

身
を

あ

さ
く
思

世
を

ふ
か

く
思

ふ

4

「
身

を
あ

さ
く

思

ひ
」
と
読

む
。

送
り

が
な

の
省

略

は
当
時

よ

く
見
ら

れ

る
。

「
世

」
は

「
道

」
と

関
係
し

た
語

。

「
身
」

の
み

で
は

「
道

」

に

関

係
し

な

い
。

「
世

」

は

「世

々
の
道
」

の

「
世

」
に
通

じ

て
、

「
世

」

に
関

し

て

こ
そ

「
道

」
が
存

在
す

る
。

「
世

の
中

の
道

」

そ
れ
は

「
人

の

直
な

る
道

理
」
で

あ

り
「
実

の
道

」
で
も

あ

る
。

「
身
を

正
し

く
お

こ
な

ふ

道
」

を
念
ず

る
武

蔵

に
は

、

「
わ

が
身

を
軽

く
思

い
、

世

の
中

の
道

の
こ

と
を

深
く

思
う

」
と

い
う

こ
と

は
、
ご

く
あ

た
り

ま
え

の
こ
と

に
な
る

。

こ
れ
は

、

『
独
行
道

』

の
起

の
部
分

で
は
結

び

。

こ

の
条
句

、

第

二
十

条

句

と
と

も

に
『
二
天
記

』
は
採
録

し

て
い
な

い
。
池

辺
氏

も
ま

た

同
じ
。

恐
ら

く

こ
の
条
句

の
真

意

を
理
解

で
き

な
か

っ
た
た

め
だ

ろ
う

・

以
上

、
起

の
部

分

の

四
条
句

を

見
た

だ
け
で

も

、

『
独

行
道

』

の
武
蔵

の
心
中

が

よ
く

に
じ

み
で

て

い
る
。
さ

ら

に

つ
づ

い

て
、
具
体

的

な
事

柄

が
、

承

の
部

分

、
十

二
条
句

に
示
さ
れ

て

い
る
。

一

一
生

の
間

よ
く
し

ん
思

わ
ず

5

承
の

部
分

の
ま
ず

始

め

の
条
句

に

二

生

の
間

」

と

い
う
語
を

お

い
た

の
は

、

『
独
行

道
』

の
執
筆

が

や
は

り
彼

の
晩
年

の
あ

る
時

期
で

あ

っ
て

し

み
じ
み

そ

の

一
生

を

ふ
り
か

え

っ
て

の

つ
ぶ
や

き

で
あ

ろ
う
。

「
よ
く

し

ん
」

は
欲
心

。
武

蔵
が

、
肥
後

熊
本

の
藩

主
細

川
忠

利

に
招
か

れ
た

時

の
口
上
書

(寛
永

十

七
年

二
月
付

け

)
に

「
年

罷
寄

、

其
上

近
年

病
者

に

成
候

へ
ば

、
何

の
望

も
無
御

座

候
」
と

い

っ
た
、

「
思

わ
ず

」
は

、
歴
史

的
仮

名
つ

か

い
で

は

「
思

は
ず

」

こ

の

「
思
わ

ず
」

と

い
う
末

尾

は
、

前

の
第

四
条

の
末

尾

を
、

「
思

ふ
」

と
結

ん
だ

の
と
照

応
し

て
の
使

用
と

一28う



見
た

い
。

一

我

事

に
お
ゐ

て
後
悔

を
せ
ず

6

「
我

事

」

の
よ
み

は
、

「
わ

が
事

」

「
わ

れ
事

」

(菊
池

寛

氏
、
吉

川
英

治
氏

な
ど

)
と

読

む
人

は
、

「
独
行

道
」

の
真

筆
を
見

て
も

、
武

蔵

の
文
字

の
表

記

は
変

化

を

つ
け

た
書

き

ぶ
り
が

多
く
、

第
十

五
条

に

「
わ

が
身

」
と

わ
ざ

わ
ざ

か
な

書
き

を
し

て
い
る

こ
と
を
知

ら

な

い
た

め
で
あ

ろ
う

。

「敵

も
我

事

に

受
て
、
気

ざ
し

た

る

む
物

な
り

」

(火

の
巻

)
に

は
、

「
我

」

に

「
わ

が
」

の
ふ
り
が

な
が

あ
る

。

「
我
兵

法

の
利

わ
ざ

に

お
ゐ

て
も

、
各
別

の
義
也

」

「
我
朝

に
お

ゐ

て
、
し

る
も

し

ら
ぬ

も
腰

に

お

ぶ
事

、

武
士

の
道
也

」

(以

上
、
地

の
巻

)

「
我
兵
法

に
お
ゐ

て
は

、

身

な

り
も

心
も
直

に
し

て
、
敵

を

ひ
ず
ま

せ
、

ゆ
が
ま

せ

て
、
敵

の
心

の

ね
ぢ

ひ
ね

る
所

を
勝

事
肝

心
也

」

(
風

の
巻

)
な
ど

の
、

「
我

…
…

に
お

ゐ

て
」

の

「
我

」
は

み
な

「
わ

が
」

と
読

む
。

ま
た

「わ

れ

事
」
で

あ

れ

ば

、
す

べ

て
の
条

句

に

「
わ
れ

」

が
あ

っ
て
あ

た
り
ま

え
だ

ろ
う
。

「
お

ゐ

て
」
は

歴
史

的

仮

名
つ

か

い
で
は

「
お

い

て
」

「
我

三
十

を
越

へ
て
跡

を
お

も

ひ
み

る
に
、
兵
法

至
極

し

て
か

つ
に
は

あ

ら
ず

、
を

の
つ
か

ら
道

の
器

用
有

り

て
、
天

理
を
は

な
れ
ざ

る
故

か
、

又

は
他

流

の
兵
法

不

足
あ

る
所

に
や

、
其
後

な

を
も

ふ
か
き
道

理
を

得

ん

と

、
朝

鍛
夕
練

し

て
見

れ
ば

、

を

の
つ
か

ら
兵
法

の
道

に
あ

ふ
事

、
我

五

十

才

の
比
也

」

(
地

の
巻

、
序
文

)
と

い
う
よ

う

に
、
い

つ
も

工
夫

に
工

夫

を
か

さ

ね
全
力

を

つ
く
し

て
き

た
武

蔵

に
は

、

「
我
事

に
お
ゐ

て
」
文

字

通
り

「
後

悔
を

せ
ず

」

と

も
よ
か

っ
た

心
中
を

そ
の
ま
ま
吐

露
し

た
も

の
で
あ

ろ

う
。

「
独

行

道
」

の
中

で
も

、
と

く

に
光

る
こ
と
ば

。

「
後

悔

な
ど

い
ふ

お
目
出

度

い
手
段

で

、
自
分

を
ご
ま

か
さ

ぬ

と
決
心

し

て
み

ろ
、

さ
う

い
ふ
確

信
を
武

蔵
は

語

っ
て
ゐ

る
」

と
は
小

林

秀
雄
氏

(
「
私

の
人
生

観
」

)

、

「
彼
が

い
か

に
嘗

っ
て
は
悔

い
、
ま

た
、
悔

い

て
は

日
々
悔

い
を
重

ね

て
来

た
か

を
、

こ
と
ば

の
裏

に

語

っ
で

い
る

」
と

の
吉

川
英

治
氏

(
「
随
筆
宮

本
武

蔵
」

)
な
ど

、
諸

家

の
見
解

が
あ

る
。

一

善

悪

に
他
を

ね
た
む

心
な
し

7

前
条

の
、

「
我
事

に
お

ゐ
て
」

を
受

け

て
、

こ
れ

は

「
他

」
。

そ

の

「

他
を

ね
た

む
心
」
が
な

い
と

い
う
。

「
正
し

い
道

を

お

こ
な

ふ
」
武

蔵

に

は

「
よ
し
あ

し
」

に

つ
け
、

「
他
を

ね
た

む
心
」

は

い
ら

な

い
。

一

い

つ
れ

の
道

に
も
わ
か

れ

を
か
な
し

ま

ず

8

「
わ

か

れ
」
を

と
り

あ
げ
た

。

こ
の
世

に

「
別
離

」

は
さ

け
が

た

い
。

「
一
生

の
間
」

「
よ
く
し

ん
思
わ

ず
」

、

「
我
事

に
お

ゐ

て
後

悔

を
せ
ず

」

「
善
悪

に
他
を

ね

た
む
心

」
も

な
い

武
蔵

に
は

「
い
つ

れ

の
道

に
も

」

「
わ
か

れ
」

を

「
か
な
し

」
む

必
要
が

な

い
。

以
上
、

5
6

7
8

は
、

7

の

「
心
な
し

」

の
ほ
か

、

「
ず

」

で

終

る
。

一

自

他
共

に
う

ら
み
か

こ

つ
心
な
し

9

「
身

に
た

の
し
み

を
た

く
ま
ず

」

「
我

事

に
お
ゐ

て
後
悔

を
せ
ず

」

「

善
悪

に
他

を
ね

た
む

心
」

の
な

い
武
蔵

。
自

他
を

み

お
ろ
す

境

地

に
い
る

か
ら

、

「
自

分

」

に
も
、

「
他

人
」

に
も

、

「
共

に
」

「
う

ら
み

か

こ

つ

心
」

な
ど
な

く

で
す

む
。

一

れ

ん
ぼ

の
道

思

ひ
よ
る

こ
こ
ろ
な

し

10

こ
こ
で

は

「
自

」
と

「
他

」
と

の
心

の
う
ご
き

で
あ

る

「
れ

ん
ぼ

(
恋

慕

)

の
道

」
、

そ

れ

に

「
思

ひ
よ

る

こ

こ
ろ
」

な
ど

な

い
と

い

う
。

「
れ

ん

ぼ

の
道

」

と

「
思

ひ
よ

る

こ
こ
ろ
」

の
間

に

「
に
」

と

い
う
助

詞

が
あ

れ
ば

よ
り

は

っ
き

り
す

る
。
第

十

八
条

の

「
老

身

に
財

宝

所
領

も
ち

ゆ

る

心

な
し
」

の

「
財
宝

所
領

も
ち

ゆ
る
心

な

し
」

忙
も

助

詞

が
省

略

さ
れ

て
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い
る
。

「
思

ひ

よ

る
」

と

い

う
語

、

単

に

「
思

う

」
ま

た

は

「
思

ひ
な

し

」

と

い
う

よ
り

も

強

く

ひ
び

く
。

こ

の
条

句

、

彼

も
ま

た

「
れ

ん

ぼ

の
道

」

に

は
人

並
み

以

上

の
辛

苦

を
か

さ
ね

た

心

の
余

韻

を
残

す

も

の
で

は

な

か

ろ

う
か

。

一

物
毎

に
す
き

こ

の
む
事

な
し

11

「
将

卒
土
ハ
に
物

に
す

き

、

物
を

き

ら

ふ

事
悪

し

」

(
地

の
巻

)
と

は

、

「
武

具

の
利

」

に

つ
い

て

の

べ
て

い
る

こ
と
で

あ

る
が

、

こ

こ
に

も

よ

く

あ

て
は

ま

る
。

前

条

「
れ
ん

ぼ

の
道

」

は

「
人
」

へ
の

「
す

き

こ

の
み

」

で

、

こ

こ
は
、

「
物

」

に

つ
い
て
。

そ

し

て
、

「
物
毎

」

は

「
物
事

」

、

こ

の
中

に
は

「
衣

」

を

も
含

む

も

の
と

み

る

。

一

私

宅

に

お
ゐ

て

の
ぞ
む

心
な
し

12

「
私

宅
」

に
望

む
心

の
な

い

こ

と
は
、

「
口
上
書

」

で

、

「
妻

子

漣

も

無

之

、
老

体

に
相

成

候

へ
ば

、
居

宅
家

材

(マ
マ
)
等

の
事

思

ひ
も

よ

ら
ず

候

」

と

い

っ
た

こ
と

で
も

あ
き

ら

か
で

あ

る
。

こ
れ

は

「
住

」
。

一

身

ひ
と

つ
に
美

食
を

こ
の
ま
ず

13

「
わ

が
身

ひ

と

つ
に
は
美

食
を

こ
の
ま
ず

」

と

。
前

々
条

に
は

「
衣

」

、

前

条

に
は

「
住

」
、

こ

こ
で

は

「
食
」

に

つ
い

て
。

「
身

ひ
と

つ
」

は

、

「
身

ひ
と

つ
に
と
り

て
」
、

す
な

わ
ち

「
自

分

ひ

と

り
で

は
」

の
意

。

一

末

々
代

□
な

る
古
き

道
具

所
持

せ

ず

14

こ

の
条
句

、

真
筆

を

見

る
と
判

読

に
く

る
し

む

部
分

が
多

い
。
口

の

一

字

は
、

「
偏

」

が

は

っ
き

り
せ
ず

、

「
労

」
か

ら

、

「
物
」

と
読

め

ば

、

「
末

々
代
物

な

る
古

き

道
具

」

と
な

る
。
-
「
物

」

は
、

前

の
第

十

一
条
句

に

「
物

毎

」

の

「
物

」
が
あ

り
、
コ
労
」
の
真
筆

の
字

体

は

よ
く
似

て

い
る
。

「
末

々
代

物

」

と

は

「
末

代

物

」

の
意

味

に

同

じ

で

あ

ろ

う

。

「
所

持

せ
ず

」

の
部

分

は
、

墨

の
色

う
す

く
読

み

に
く

い
。

こ

の
部
分

は

『
二

天
記
』

の

「
所
持

せ
ず

」

に
従

い
た

い
。

「末

代

物
」

な
ど

と
人

の
騒

ぐ

「
古

き
道
具

」

は
、
所
持

の
必

要
が

な

い
、
と

。

『
二
天

記
』
が

、

「
末

々
什

物
と

な

る
古
き
道

具

所
持

せ
ず

」
と
採

録

し
た

こ
と

は
、
当

時
で

も
、
わ

か

り

に
く
か

っ
た

こ
と
を

物
語

る

の
か
も

し
れ

な

い
。
真

筆
を

よ
く
読

む
と
き

、

「
代

」

は
、

「
什

」
と

は

よ
み

に

く

い
。

「
と
」

の
字
も

な

い
。

そ

こ
で

明
治

の
池

辺
氏

は

「
旧
き
道

具
を

所
持

せ

ず
」

と
、
判
読

し

に
く

い
部

分

を
け

ず

っ
て
お

ら
れ

る
。

「
を
」

の
字

は
な

い
。

日
本
武

道
全

集
第

一
巻

で
は
、

写
真

版
を

添
え

て
、

「
末

二
代
物

な

る

古
き
道

具
を

所
持

せ
ず
」

と
読

む
。

「
二
」

は
、

反
復

記
号

の

「
々
」
で
、

「
に
」
と
読

む

の
で
は

な

い
。
第

一
条

の

「世

々
の
道

」
が

そ
う

で
あ

る

し

、
「
二
」
と

表
記

し

た

「
に
」

は

『
独
行

道
』

の
各

条
句

に
は
見

あ
た

ら

な

い
。

「
代
物
」

を

「し

ろ
も

の
」

と
読

む

こ
と

は

よ

い
と

し

て
も
、

こ

の
条
句

の
意

味
が

は

っ
き
り
し

な

い
。
も
ち

ろ

ん

「
を

」

の
字

は
な

い
。

一

わ
が

身

に

い
た

か
物

い
み
す

る
事

な
し

つー

,

15

前

の
二
条

か

ら
転
じ

て
こ
の

一
条

。

「
物

い
み
」

万
能

の
時
代

に
こ
の

条
句

。

『
五
輪
書

』

を
書
く

に
あ

た

っ
て
も
、

「
仏

法
儒

道

の
古
語

を
も

か
ら

ず
、

軍
記
軍

法

の
古
き

こ
と

を
も
も

ち

ひ
ず

」

(地

の
巻

、
序

文

)

と

言

い
き

っ
た

。

そ
い
う

う

い

っ
さ

い
の
も

の
か

ら
解
放

さ

れ
た

武
蔵

。

「
鍛

練
を
も

っ
て
惣
体

泊
由

な
れ
ば

」

(
地

の
巻

)

「
太
刀

の
道

を
覚

へ

て
惣

体
自

由

(
ヤ

ハ
ラ
カ
と
ふ

り
が
な

)
に
な
り

」

(
水

の
巻

)
と

あ

る

が

、
惣
体

の
自

由

は

い
心

の
自

由

を
も

意

味
す

る
。

柔
軟
で

合

理
的

な
武

蔵

は
、

「
物

い
み

」
な

ど
、

こ

っ
け
い
至

極
と

い
い
た
い

と

こ
ろ
だ

ろ
う
。

「
わ
が

身

に

い
た
り

」
と

は
、

「
我
が

身

に
行

と
ど
き

」

「
我
が
身

に

極

ま
り

」

「
自
信

を
持

っ
て
」

の
意

。

「
い
た
り

」

の
用
例

で

は
、

「
万
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事

に
至
り

役

に
立

つ
や

う

に
お
し

ゆ

る
事

、

是
兵

法

の
実

の
道

世

」

(
地

の
巻

)
な

ど

。

一

兵

具

は
各

別

よ

の
道

具

た
し

な

ま
ず

16

「
各
別

」
は

「
格

別

」

と
も

書

く
。

「
よ

」
は

「
余

」

で

「
ほ
か

、
他

」

の
意
。

「
余

の
道

具
」

は

た
し

な

ま

な

い
が

、

「
兵

具

は
各

別

」

の

こ
と

「
た

し

な
む

」
と

い
う

こ
と

。

「
さ
ま
　

の
兵

具

を

こ
し

ら

ゑ
、

兵
具

し

な
じ

な

の
徳

を

わ

き
ま

へ

た

ら
ん

こ
そ
武

士

の
道

な

る

べ
け

れ
。
兵

具

を

も

た
し

な

ま
ず

、

其

具

々

々

の
利

を
も

覚

え
ざ

る
事

、
武

家

は
少

々
た
し

な

み

の
あ

さ

き
も

の
敷
」

(
地

の
巻

)

と
か

、

「
一
、

武
具

の
持

様

、

軍
陣

に
お

ひ

て
、
夫

々
に
応

じ
便

利
成

事

」

(
「
口
上
書

」

)

と
あ

る
。

武

蔵

自
身

、
兵

具

を
製

作

し

た

こ
と

は
、

現

在
、

遺

物

と
し

て
、

鍾

・
木

刀

.
鞍

な

ど
が

、

松
井

家

(

熊

本
県

八

代
市

)
に
保

存

さ

れ

て
お
り

、

「
武

蔵
持

え

」

と

い
う
刀

剣

の

外

装

が
あ

る

こ
と

な

ど
か

ら

理
解

さ

れ
る

。

以

上

、
十

二
条

句

、

四
条

句

ず

つ
、
区

切

る
と
、

末

尾
は
、

そ

れ
ぞ

れ

そ

の
第

三
番

目

を
は
ず

し

て

い
る
。

転

の
部

分

は
、
第

十

七

条
か

ら

第

二
十
条

ま

で

の

四
条

句

。

一

道

に
お
ゐ

て
は
死

を

い
と

わ
ず

思

ふ

17

「
わ

が
道

」

す
な

わ
ち

「
兵
法

の
道
」

に
お

い
て

は
、
死

を

も

い
と

わ

ず

に
、

生
命

を

忘

れ

て
、

「
道

を

思
ふ

」
と

い
う

意
。

「
我

若

年

よ
り

以

来

、
兵

法

の
道

に
心

を
か

け

て
、

剣
術

一
通
り

の
事

に
も
手

を

か

ら
し

、

身
を

か
ら

し

、
色

々
様

々

の
心

に
成
り

、

…
・:
」

(
火

の
巻

)
と

い
う

、

そ

の
兵
法

の
道
で

あ

る

。

歴
史

的
仮

名

つ
か

い
で

は
、

「
お

ゐ

て
」

は

「
お

い
て
」

、

「
い
と

わ

ず

」

は

「
い
と

は
ず
」

と
書
く

。

「
道

に
お
ゐ

て
は
死

を

い
と

わ
ず

思

ふ
」

の

「
思

ふ
」

と

い
う
末

尾
は
、

起

の
部
分

、
第

四
条
句

の
末

尾

に
そ
ろ

え
た
も

の
と

み
ら

れ

る
。

一

老
身

に
財
宝

所
領
も
ち

ゆ

る
心

な
し

18

「
老
身

に
」

と

こ
と
わ

っ
て
い
る
。

「
年

罷
寄
、

其
上

近
年

病
者

に
成

候

へ
ば

、
何

の
望
も

無
御
座

候
。

〈
中

略
〉
妻

子
建

も
無

之

、
老
体

に
相

成
候

へ
ば

、
居

宅

家
材

(
マ

マ
)
等

の
事

思

ひ
も
よ

ら
ず

候
」
(
「
口
上
書

し

と
言

っ
た
。

「
何

の
望

」
み

も
な

い

「
老

身

に
」
は

、

「
財

宝

」

に
も

、

「
所

領
」

に
も

、

「
も

ち

ゆ
る
心
」

は
な

い
と

。
第

五
条
句

の

「
よ
く
し

ん
な

し
」

を
、

よ
り

具
体
的

に
説

明
し

た

こ
と

に
な
る

。

「
所
領

」
は
領

地
。

「
も
ち

ゆ
」
は

「
使

う
」
意

。

「
心
な

し
」

と

い
う
末

尾
は

、

起

の
部

分
、
第

三
条

句

の
末

尾

に
そ

ろ

え

た
も

の
と

み
ら

れ
る
。

「
財
宝

所
領

」

の

つ
ぎ

に

「
に
」
が
あ

れ
ば

、

よ
り

わ
か

り

や
す

い
。

一

仏
神

は
貴

し
仏

神
を

た

の
ま
ず

19

「
仏
神

は
貴

」

い
。

し
か

し

そ

の

「
仏
神

」

を

「
た

の
ま
」

ぬ

と

い

い

き

れ

る
と

こ
ろ

に
武
蔵

の
面

目
が
あ

る
。

「
我
事

に
お
ゐ

て
後

悔
を

せ

ぬ
」

武

蔵

に
は

、

「
仏
神

を
た

の
む

」
必

要
も

な

い
。

こ

の
心
境

、
古
今

独
歩

。

明
治

の
国
学
者

池

辺
氏

は

、

「
仏

神

」
を

「
神

仏
」

に
改
め

ら

れ
た

。

末
尾

の

「
ず

」
は

、
起

の
第

二
条
句

の
末

尾

と

そ
ろ

え

て
い

る
。

一

身

を
捨

て
も
名
利

は

す

て
ず

20

わ

が

「
身

を
捨

て
も

」
、

わ
が

「
名

利

は
す

て
ず

」

と

い
う

こ
と

。

「

捨

て
も

」
と

「
す

て
ず

」
と

、
漢

字

と
か

な
を

併

用
し

て

い
る

の
は
、
表

記

に
変

化
を

つ
け
た

も

の
で

あ

ろ
う

。

「
武

士

の
兵

法

を

お

こ
な

ふ
道

は
、

何

事

に
お

ゐ

て
も

、

人

に
す
ぐ

る

る
所
を

本

と
し

、
或

は

一
身

の
切
合

に
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か

ち

、
或

は
数

人

の
戦

に
勝

。

主

君

の

為

、
我

身

の
為

、

名

を

あ

げ

、
身

を

た

て

ん
と
思

ふ
。

是

兵
法

の
徳

を

も

っ
て

な
り

」

(地

の
巻

)

の

「
名

を

あ

げ
、

身
を

た

て
ん

」

と

い
う

こ
と

と
、

「
い
つ

れ

の
道

に

お
ゐ

て
も

人

に
ま

け

ざ

る
所

を

し

り

て
、

身

を

た
す

け
、
名
を

た

す

く

(
イ
上

ぐ

)

る

所

、
是

兵
法

の
道
也

」

(
地

の
巻

、
本

文

ノ
の

「
身
を

た

す

け

、
名

を

た

す

く

(
イ
上

ぐ

)

」

と
か

ら

見

る
と

き

、
こ

こ

の

「
名

利

」

(
ミ

ャ
ウ

リ

)

は
、

「
廉

恥

」

「
名

誉

」

「
名
声

」
の
意

で

あ

る

。

「
末

の
世

に
拙

者

一
人
之
儀

は

古

今
之

名

人

に
候

」

(
「
三
家
老

あ

て

の
書

簡

」

)
と

い

う

武
蔵

。

「
身
を
捨

て
も

」

、
世

間

か

ら

得
た

「
名

利
」
1

名

声

評
判

は

「
す

て
ず

」
と
、

つ
ま

り

、

「
名

を
惜

し

む

」
と

い

う

こ
と
。

「
名

利
」

を

、

「
節
義

」

の
意

と
す

る
吉

川
英

治
氏

の
説

(
「
随

筆

宮

本
武

蔵

」

)
は

、
武

蔵

の

こ
ろ

に
文

献

に

こ
の
意

味

を
見

つ
け

る

の
が

困
難

で

あ

る
。

こ
の
条
句

、

第

四

条
句

と

と
も

に

『
二
天

記
」

も

池

辺
氏

も

本
文

に
と

っ
て

い
な

い
。

池

辺
氏

は

と
も

か

く

、

『
二
天

記
」

に
採
録

し

て

い
な

い

の
は
ど

う
し

た

わ

け
だ

ろ

う
か

。

『
独
行

道
』

の
伝
授

の

日
付

け
と

署
名

を
録

し

て
い
る

こ
と

と
、

第
十

四
条

の

二

末

々
代
口

な

る
古

き
道

具

所

持

せ
ず

」

の
異

同
と

か

ら

、

『
二
天

記
」

の
採

録
者

は
、

現
在

残

っ
て

い
る

『
独
行

道

』

の
真

筆

そ

の
も

の
を
、

た

し
か

に
見
た

か
、

あ

る

い
は

他

人

に
写
し

て
も

ら

っ
た

か

と
思
わ

れ

る

。
か

り

に
直

接

見
た

場
合

、

そ

れ

で

は
、

こ
の

二
条

句

は

、

見
お

と
し

た

の
だ

ろ

う
か

。
ま

た

は
故

意

に

省

略
し

た

の
だ

ろ

う
か

。

『
二
天

記
」

の
凡
例

に

は
、

「
此
書

は
預

あ
先

師

一
生

の
事

を

録

す
。

家

父
卜

川

正
剛

若
年

の
比

、

老
健

な

り
し

直
弟

の

人

々
物
語
り

に

、
先

師
徒

然

の
折
節

、
自

然
打

話
有

し

事
な

り

。
或

は
先

師
自

筆

の
文
書

等
抄

出

す

る
也
」

と
あ

る
中

の

「
先
師

の
文

書
等

」
を

「

抄
出

す

る
」

と

い

っ
て
も
、

「
故

意

に
省
略

」

と
も

「
見

お
と

し

」
と
も

断
定

し
か

ね

る
。
池

辺

氏

に
な

る
と
、

『
二
天
記
』

の
本
文

に
従

い
十

九

条

句
と

し

、
各

条

句

D
辞

句
を

勝
手

に
改
め

ら

れ
た

の
は
従

い
か

ね

る
。

以

上
、

転

の
部
分

の
四
条

句

の
各

末

尾
と

、
起

の
部

分

の
四
条

句

の
各

末

尾

を
見

く
ら

べ
て
み

る
。
第

十
七

条

の

「
…

思

ふ
」

は
、
第

四
条

の

「

…

…

思

ふ
」
と

、
第

十

八
条

の

「
…
…

心

な
し

」

は
、
第

三
条

の

「
…
…

心
な

し
」

と
、
第

十

九
条

の

「
…
…

を
た

の
ま

ず
」

は
、

第

二
条

の

「
…

を

た

く
ま

ず
」

と
照

応
す

る
。

そ
し

て
第

二
十

条

の

「
…

…
ず

」

は
、

『

独

行
道

』

の
終

わ
り

三
条

を
、

み
な

「
…

…
ず

」
で

そ

ろ
え
た

と
見

る
。

こ
う
見

て
く

る
と

、

『
二
天

記
』

が
、

真
筆

よ
り

二
条

句
を
欠

ぐ

の
は

「
省
略

」
し

た

の
だ

ろ
う

。
第

四
条

と
第

二
十
条

の
内

容

を
理

解
し

か
ね

武

蔵

の
真
意

を

く
み

と

る

こ
と

が
で
き

な

か

っ
た
た

め
で

あ
ろ

う
。

一

常

に
兵
法

の
道
を

は
な

れ
ず

21

武

蔵

の

『
独
行

道
』

も
、

結

局

「
常

に
兵
法

の
道
を

は

な
れ
ず

」

こ
こ

に
帰

一
す

る
。
若

年

の

こ
ろ
よ
り

朝
鍛

夕
練

し

て
き
た

兵
法

の
道

老

身

の
今

、

こ
の
瞬

間

も
、

営

に
念
頭

を
さ

ら
な

い
と

。

池

辺
氏

は

、

.
「
心
常

に
兵
法

の
道

を

離
れ

ず
」

と
改

め
ら

れ
た

。

「
心
」

一
字

を
加

え

た
だ

け

に
す
ぎ

な

い
が

、

原
文

の
も

つ
力
強

さ

が

こ
わ
さ

れ

武
蔵

の
真

意

よ
り
離

れ

た
も

の

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

『
独

行
道
』

の
各
条

句
を

見

て
き

て
、
全

体

を
か

え
り

み

る
と
、

こ
の

二
十

一
条

句
は

、
起

承
転
結

の
構

成

を
も
ち

、

変
化

の
中

に
調

和
を

も

つ

簡

明

な
す

ぐ
れ

た
文
体

で

あ

る
。
武
蔵

の
著

作

『
五
輪

書
』

は

、
寛
永

二
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十

年
十

月
十

日
起

筆

と

い
う

こ
と
が

ハ
ッ
キ
リ

し

て
い

て
、

『
独
行
道
』

と

同

じ
死

の
数

日
前

の
日
付

け
で

一
の
弟

子

に
伝
授

さ
れ

た
。

と

こ
ろ
で

『
独

行
道
』

執
筆

の
時

期

は
正
確

に
わ
か

ら
な

い
。

『
二
天
記
』

で

は
、

か
た

み
わ

け
を

し
た

あ
と

で

「
自

誓

の
心

に

て
書

せ

ら
る

」
と

い
う
が

、

真

筆

を
見

る
時

、

日
付

け
以
下

と
題

名
、
本

文

と
は

同

一
筆

跡

で
は
あ

る

も

の

の
、

墨

の
色
が

ち
が

う

よ
う

に
見
う

け
ら

れ

る
。
内

容
か

ら
見

て
も

、

推

考

の
あ

と
が

著
し

い
こ
と

な

と

、
そ

の
執

筆
を

、
臨

終
直

前

と
限
定

せ

ず

晩

年

の
あ

る
時
期

と
見

る
方

が

よ
い
だ

ろ
う

。

こ
う

い
う

ふ
う

に
箇

条

書

き

を
し

て
い
る
も

の
は
、

『
五
輪
書

』

の
中

に
も

し
ば

し
ば

見
ら

れ
る

.

ま

ず
地

水

火
風

空

の
各
巻

に
は
、
項

目

を
た

て

て
説

明
を

し

て

い
る
。

そ

し

て
地

の
巻

の
末
文

で

は
、

と
く

に

「
我

兵
法

を
学

ば

ん
と
思

ふ
人

は
、

道
を

お

こ
な

ふ
法
あ

り
」

と

い

っ
て
第

一
よ
り

第
九

ま
で

の
箇

条
を

あ
げ

た
。

(
二

の

「
お

こ
な

ふ
」

の
例

6
、
参

照

)

(
こ
れ

よ
り
以

前
、
寛

永
十

七
年

〈

一
六

四
〇

V
二
月
、
細

川
忠

利

の
命

に
よ

っ
て
書

い
た

『
兵

法

三
十

五
箇
条
』

も

、
項

目

を
た

て
て
、
説

明
が

つ
い
て

い
る
。

)

こ
れ

ら

の

い
ず

れ

よ
り

も
、

『
独

行
道
』

は

、
よ

り
簡

明
で
き

わ
あ

て

ユ

ニ
ー

ク
な

文
体

で
あ

る
。

『
独

行
道
』
の

ス
タ
イ

ル
と
似

て
い
る
も

の
に
は

、
「
早
雲

寺

殿

二
十

一

箇

条

」

「
信

玄
家

法

」

「
大

内
家

壁
書

」

「
朝
倉

敏
景
十

七
箇

条

」

「
長

曾
我

部

元
親

百
箇

条
」

な
ど

が
あ

げ
ら

れ

る
。

こ

の
中

に
は

、
あ

る

い
は

武
蔵

の
見
た

も

の
が
あ

っ
た
か
も

し

れ
な

い
。
し

か
し

右

に
は
、

い
ず

れ

も
治

め

る
者

が
治

め

ら
れ

る
者

に
示
し

た
条

目
が

挙
げ

て
あ

る
。

文
体

も

漢

文

体

を
ま

じ

え
た

り
し

て
、
雑

然

と
し

た
も

の
ば
か

り
で

あ

る
。

こ

れ
ら

に
く
ら

べ
て
、

『
独

行
道
』

は

、

「
独

り

、
そ

の
道
を

お

こ
な

う

」
武

蔵

の

「
道

」

の
内
容

を
書

き

と
め

た
も

の
で

あ

る
。
財

宝
所

領

は

も

と
よ

り
私

宅

に
も
美

食

に
も

「
よ
く
し

ん

」
を
思

わ
な

く

な

っ
た
老

身

の
武

蔵
が

、

「
独
り

」

し
ず

か

に
自

己
を

み

つ
あ

て

の
告

白
で

あ

る
。

「

自

己
凝
視

の

つ
ぶ
や
き

」
が

、

こ
の
簡

明
な
す

ぐ

れ
た
文

体
と

な

っ
た

も

の
と
見
ら

れ

る
。

そ

の
意

味
で

は
、

『
独

行
道
』

は
、
宮

本
武

蔵

の

「
自
誓

」

(
「
二
天

記

」

)
で

も

な
く

、

「
自

戒

」

の
文

(池

辺
義

象
氏

)
で

も
な

く
、

「
自

戒

の
壁
書

文

」

(吉

川
英

治
氏

)
で

も
な

く
、

も
と

よ
り

「
箴

言
」

(司

馬
遼

太
郎

氏

)
で
も

な

い
。

「
自

己
の
救
済

だ

け

に
専

念

し

て
、
他

人

の

救
済

や
援

助
を

少
し

も
念

と

し

て
い
な

い
」

(藤

森
成

吉
氏

)
と

い
う
見

解

は
、
武

蔵

の
生
涯

と

そ

の
志

向
か

ら
見

る
と

き
、

あ
た

っ
て
い
な

い
。

四

武

蔵

の
書
跡

で
、

真
筆

と
確

認
で

き

る
も

の
に
次

の
三
点

が
あ

る

。

①

『
独
行

道
』

俗

「
戦
気

・
寒

流
帯

月
澄

如
鏡

道

楽

」

(幅

)

③

「
武
蔵

筆

」

(重

文

「
鵜

の
鳥

の
図

」
署
名

)

(鈴
木

猛
氏
蔵
)

(松
井
明
之
氏
蔵
)

(細
川
護
立
氏
蔵
)

幻

の

「
戦

気
」

の
書

は
、

「
戦
気

」
と

大
き

く
書

き
、

「
寒
流

帯

月
澄

如
鏡

」
と

い
う
白
楽

天

の
詩

の

一
句

を

竪
に

一
行
、

大
字

で
墨
書

し

て
、

「
道
楽

」
と
小

さ

く
署
名

、
「
二
天
」

の
朱

印
を

そ

の
上

に
押

し

て
い
る
。

「
道
楽

」

の

「
道

」

は
、

『
独
行

道
』

の
真

筆

に

い
く

つ
か

見

え
る

「

道

」
の
文

字

に
よ
く
似

て
い
る

。

紛

の

「
武
蔵

筆

」

の
三
字

は
、
落

款
で

、
雅

印

は
竹
材

で

「
宝

」

の
字

に
読

ま

れ
る
。

武
蔵

の
絵

画
作

品
で

署
名

を
し

て
い
る

の
は

こ

の

「
鵜

の

鳥

の
図
」

だ
け

で
、
字

数

は
僅
か

だ
が

珍
ら

し

い
。
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△
島

原
在

陣
中

、
有

馬
左

衛
門

尉
宛

て
の
書
簡

(吉

川
文

子
氏

蔵

)

戦

後

、
吉

川
英

治
氏

が

発
見

さ

れ
た
も

の
.て
、

「
随

筆

宮

本

武

蔵

」

(
講

談
社

版

)

に
口
絵

写
真
版

が
あ

る
。

こ
れ

は
武

蔵
が

、
島

原
在
陣

中

有

馬

左
衛

門
尉

直
純

に
あ

て
た
書

簡

で
、

文
面

か
ら

、
原
城

陥
落

の
直

後

と

考

え
ら

れ
、

寛
永

十

五
年

〈
一
六

三
八

〉
の
二

三
月

ご

ろ
だ

ろ
う
。

『
独
行

道
』

を
執

筆
し

た
時
期

と

は
、

年
代
的

に

へ
だ

た
り

は
あ

る
が
、

両

者

と
も

漢
字

と
仮

名
が

用

い
ら
れ

て

い
る

。

し
か

し

こ
の

「
書

簡

」

は
筆
力

な

く

「
写
し

」
、

忠
実

な

写
し

と
考

え

ら

れ
る
。

参
考

ま
で

に
紹

介

す

る
。

ヒ
思
召
付

尊
札
恭
次
第

二
奉
存
候

随
而
せ
か
れ
伊
織
儀
御
来
二
立
申

道
大
慶

二
奉
存
候

拙
者
儀
老
足

可
ヒ
成
御
推
量
候

貴
公
様
御
は
た

之
様
御
家
中
衆

へ
も
手
先

二
而
申
か
わ
し
候

殊
御
父
子
共
本
丸
迄
早
々
ヒ
成

御
座
候
道
驚
目
申
候
拙
者
も
石
二
あ
た
り

寸
年
た
ち
か
年
申
故
御
目
見

二
も

將
明
不
仕
候
猶
重
而
可
得
尊
意
候

恐
憧
謹
言

即

剋

玄
信

(花
押
)

〈
切
封

〉

宮
本
武
蔵

有
左
衛
門
様

小
性
衆
御
中

右

書
簡

の
文

中

「
寸
年

た
ち

か
年

」

の

「
年
」

は

、

『
独

行
道

』

真
筆

の

「
正

保
武
年

」

の

「
年

」
と

似

る
。
花

押

は
ち

が

っ
て
い
る
。
と
も

か
く

「
写
し

」
で

判
読

す

べ
き

字
が

多

い
。

な
お

、
吉

川

氏

の
解
説

文

に
は
誤
読

が

み
と
め

ら
れ

る

の
で

訂

正
す

る

1

行
目

、

「
奉

存
候

」

を

「
御

座
候

」
、

5
行
目

、
「
申

か
わ
し

候

」
は

「

申

置
候

」
と

読
ま

れ

る
が

従

い
か

ね
る
。

8
行

目
、

「
御

目

見
」

を

「
御

目
見
得

」
と

、

し
か

し

「
得

」

の
字

は

な

い
。

9

行
目

、

「
口

口

不
仕

候

」
を

「
被

仕

不
在

」
と
読

ま
れ

た

が
、
上

の

二
字

は
「
坪

明

(
カ
)
」
。
宛

て
名

の

「
小

性

」
は

、
も

ち

ろ
ん

「
小

姓
」

で
あ

る
が

、
字

は

「
小

性

」
を
書

い

て

い
る
。
3

、

7
行

目

の

「
道

」
は

そ

の
音

「
シ

ュ
ウ
」

か
ら

「
趣

」

に
通
ず

る
が
、

書

い
て
い

る
字
は

「道

」
で

あ

っ
て

、

「
趣

」
で

は

な

い

「
こ
と
ご

と
く

」

と
読
む

。

明
治

の
末
期

に
、
名

著

『
宮
本

武
蔵
』

で
池
辺

義
象

氏
が
、

書

は
今

、
松

井
男

爵
家

、
及
寺

尾
家

に
伝

へ
た

る
幅
、

戦
気

寒
流

帯

月

澄
如

鏡

の
字
体

、

又
寺

尾
家

の
兵

法
論

の
序

、
野

田
家

の
独

行
道

前

田
氏

の
五
輪
書

、
山

尾
氏

の

三
十

五
箇
条

等

を
見
く

ら

ぶ
る

に
、

筆

力
道

健

、
気

魂
あ

り

て
禅
味

を
帯

び
た

り
。

と

い
わ
れ

て
い
る
中

で

、
武

蔵

の
真

筆

と
思
わ

れ

る
も

の
は
、

松
井

家

の

「
戦

気
」

の
書

と

、

『
独
行

道
』

だ
け

で
あ

る
。

昭
和
十

一
年

(
一
九

三
六

)
、
添

田
達

嶺
氏

は

「
画
人
宮

本
武

蔵
』

で

熊

本

野

田
家

所

蔵

の
直
指
人

心

の
四
文
字

な
ど

は
、
古

へ
の
高
僧

の

筆
か

と
思

は
れ

る
程

の
名
筆

で
あ

る
。
小

倉

の
毛
里
家

所
蔵

の

「
春

風
桃

李
花

開

日

秋

霜
梧
桐

葉
落
時

」

の
十

四
文
字

な
ど

は
、

所
謂

文
人

書
家

の
筆

に
は

見

る
こ
と

の
出

来

な

い
超

凡
脱

俗
せ

る
も

の
で

あ

る
。

(
同
書

、

一
〇

一
ペ

ー
ジ

)
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と
述

べ

、

写
真
版

を
添

え

ら
れ

た
。

「
直
指
人

心
」

に
は

「
武
蔵

書

」

と
署

名
し

て
竹
材

の

「
宝

」
印

を

お
し

て

い
る
。

「春

風

桃
李
…

」

の
二

行
書

に
は
細
字

で

「
是
兵

法
之

始

終
也

」

「
宮
本
武

蔵

」

に
大
き

な
印
を

お

す

。
戦
後

、

と
も

に
所

在

不
明

で
、
写

真
を

見

る
だ

け

な

の
で
確

認
を

ひ
か
え

る
。

「
書

は
新

見
吉

次
氏

所

蔵

の
八
月

二
十

七

日
付

寺

尾
左

馬
宛

の

一
通

」

(
高
柳

光
寿

氏

岩
波
文

庫

「
五
輪

書

」
解

題

)
も
疑

問

が
残

る
。

武

蔵

の
書

跡

に

つ
い

て
い
ろ

い
ろ
考
察

を
加

え

た

の
は
、

『
独
行
道

』

が

、
武

蔵

の
真

筆

で
あ

る

こ
と

の
確
認

を
し
た

い
為

で
あ

っ
た

。
現
所

蔵

者

に
な

る
以
前

、
だ

い
た

い
明
治

の
末
期

ま
で

は

、

二
天

一
流

の
兵

法
指

南

の
野

田
家

に
伝

来

し

て
き
た

。

『
五
輪

書
』

の
よ

う

な
兵

法

の
書
で
も

な
く

、
ま

た
絵

画
作

品

の
よ

う
な
わ

か
り

や
す

さ
も

な
く

て
、
ご

く

一
部

の
人

に
注

目
さ

れ
た
き

た

の
が

実
状

で
あ

る
。

五

兵

法

の
道

、

二
天

一
流

と
号
し

、
数
年

鍛

練
之

事
、
初

而
書

物

に

顕
さ

ん
と
思

、
時

寛
永

二
十

年
十

月
上
旬

の
比
、
九

州

肥
後

の
地
岩

戸

山

に
上
り

、
天

を
拝

し

、
観
音

を
礼

し
、

仏
前

に
む
か

ひ
、

生
国

播
磨

の
武
士

新
免

武
蔵

藤
原

の
玄

信
、

年

つ
も

っ
て
六
十

。
我
若
年

の
む
か

し
よ

り
兵

法

の

道
に
心
を

か
け

、
十

三
才

に
し

て
初
而

勝

負

を

す
。
其

あ

い

て
新

当
流

有

馬
喜
兵

衛
と

云
兵
法

者

に
打
勝

、
十

六

才

に
し

て

但
馬
国
秋

山

と
云
強

力

の
兵
法

者

に
打

勝

、

二
十

一
才

に

し

て
都

へ
上

り

、
天

下

の
兵
法
者

に
あ

ひ
、
数

度

の

勝
負

を

け

っ
す

と

い

へ
ど
も

、
勝

利
を
得

ざ

る
と

い
ふ

事
な
し

。
其

後

国

々
に
至

り

、

諸
流

の
兵
法

者

に
行

合
、

六
十
余

度

迄
勝

負
す

と
い

へ
ど
も

、

一
度

も
其

利

を
う

し
な

は
ず

、
其

程
年
十

三
よ

り
十

八
九

迄

の
事
也

。
我

三
十
を
越

へ
て
跡

を
お
も

ひ
み

る

に
、
兵
法

至
極

し

て
か

つ
に
は
あ

ら

ず
、

を

の
つ
か

ら
道

の
器
用
有

り

て
、
天

理

を
は
な

れ
ざ

る
故

か

又

は
他

流

の
兵

法

不
足

あ
る
所

に
や

、
其
後

な
を

も

ふ
か
き

道
理

を

得

ん
と

、
朝
鍛
夕

練

し

て
み
れ

ば
、

を

の
つ
か

ら
兵

法

の
道

に
あ
ふ

事

、
我

五
十
才

の
比
也

。
其

よ

り
以
来

は
尋

入

べ
き

道
な
く

し

て
光

陰
を
送

る
。
兵

法

の
利

に
ま

か

せ

て
、
諸
芸

諸
能

の
道

と
な

せ
ば

、

万
事

に
お

ゐ

て
我

に
師
匠

な
し

。
今
此

書
を

作

る
と

い

へ
ど
も

、
仏

法
儒

道

の
古
語

を
も

か
ら
ず

、

軍
記
軍
法

の
古
き

こ
と
を

も
も

ち

ひ

ず

、
此

一
流

の
見

た

て
、
実

の
心
を

顕

す
事
、

天
道

と
観
世

音

を
鏡

と
し

て
、
十

月
十

日
之

夜
寅

の

一
て
ん
に
筆

を
と

っ
て
書
初

る
も

の

也

。

こ
の

『
五
輪
書

』

の
は
じ

め

に
あ

る
、

ふ

つ
う
序

文
と

よ

ぶ

一
文

は
、

「
朗

々
揺
す

べ
き

天
下

の
名

文
で

あ
り

、

一
読

総

身

の
ひ
き
し

ま

る
思

ひ

が

す
る
。

此

一
文

あ
り

て
文

人
宮
本

武

蔵

は
不
滅

の
光
を
放

つ
も

の
と
言

へ
よ
う
」
(2
)
と

杉
浦

正

一
郎
博

士

も
述

べ
ら
れ

た
正

に

「
天
下

の
名
文

」

で

あ

る

。
と

こ
ろ
で

こ
れ

は
ま
た
簡

潔

で
も
・っ
と
も

要

を
得

た
武

蔵

の
自

叙

伝

で
も

あ

る
。

右

の
記
述

か

ら
、

武
蔵

は

、
天

正
十

二
年

二

五
八

四

)
生

ま

れ
と

い

わ
れ

る
。

一
説

で
は

天

正
十
年

と
も

い
う
。

と
も
か

く
本

能
寺

で
織

田
信

長
が

明
智
光

秀

に
殺

さ

れ
た
前

後
か

、
あ

る

い
は
豊

臣
秀
吉

の
天
下

平
定

の
直
前

の
こ
ろ

に
生

ま

れ
た

こ
と

に
な

る
。
な

く
な

っ
た

の
は
正
保

二
年

二

六

四

五

)
五
月

十
九

日
。
松

尾
芭

蕉

の
生

年
は

諸
書

み

な
正
保

元
年

と
し

て

い
る
。

(寛

永

二
十

一
年

の
十

二
月

改

元
で
あ

る
が

)
芭

蕉

が
伊

賀

の
山

中
で

、

む

つ
き

の

こ
ろ

、
武

蔵

は
肥

後

で
六
十

余
年

の
生
涯

を
終

わ

っ
た

。
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武

蔵

の
生

涯

を
考

え

そ

の
思
想

を
た
ど

る
時

、
近

く
は

こ

の
明

智
光
秀

と
松

尾
芭

蕉

の
こ
と
が

考

え
あ

わ

せ
ら
れ

る
。

ず

っ
と

さ
か

の
ぼ

っ
て
、

鴨

長
明

二

二

一
六

年

没
、

餌
才

か

)
、
世

阿
弥

二

四

四
三
年

没
、
81

才

)
を

あ
げ

た

い
。

松

尾
芭
蕉

は

『
幻

住
庵

の
記
』

の

一
節

で
、

「
あ

る
時

は
仕
官

懸
命

の

地

を
う

ら
や

み
、

一
度

は
仏
籠

祖
室

の
扉

に
入

ら
ん

と
せ
し

も
、

…
…

」

と

い
う

。
武
蔵

没
後

、
ず

っ
と
太
平

の
世

が

つ
づ

い
た
。

そ
ん
な

時
代

に
、

芭
蕉

に
も

、

「
仕
官

懸
命

の
地

を
う
ら
や

む
」
時

期
が

あ

っ
た

と

い
う

の

は

興
味

深

い
。
戦
乱

の
時

代

に
生

き
、

関

ヶ
原

、
大
坂

冬

、
夏

の
陣

、
島

原

と
何

度
も
戦

争

に
参
加

し

た
武
蔵

。

「
小
倉

碑
文

』

に
は
、

「
武
蔵

常

日
、
兵
術

手

熟
心

得
、

一
毫

無
私

、
則

恐
於
戦
場

領
大

軍

、
又
治

国

宣
難

　
」
と

あ

る
。
細

川
忠

利

に
招

か

れ
た
時

の

「
口
上
書

」
で

も
、

「
一
、

時

に
よ
り
国

の
治

様
」

と

い

っ
た

。

こ
れ
ら

は
、
武

蔵
が

、

「
治

国

」
を

志

望
し

て
い
た

こ
と
を

明
示

す

る
も

の
で

あ

る
。
か

り

に
、
武
蔵

が

明
智

光
秀
と

同
時

代

に
生
ま

れ

て
活
躍

し

て
い
た
ら

、
あ

る

い
は
天

下
を

と
る

企

て
を
し

た
か

も
し

れ

な

い
。

「
太

刀

の
徳

よ

り
し

て
世
を
納

、
身

を
納

る
事

な
れ
ば

」

(
地

の
巻

)
と
も

い
う
。
光

秀
は
細

川
幽
斎

と

な
ら

ぶ
学

問
教
養

の
持

ち
主

で

あ

っ
た
が

、

「主

殺
し

」

の
悪
名

の
み
が
残

っ
た
。

武

蔵

は
生
ま

れ

た

の
が
遅

く
、

か
ね

て

の
志
望

も
達

成
さ

れ
ず

に
、
老

い

て
し
ま

っ
た
。

後

の
慶
安

年

間

の
由

比
正
雪

の
愚

挙
も

な
か

っ
た
。

そ

の

老
境

円
熟

の

こ
ろ

に
、
独

創
し

た
兵
法

の
道

「
二
天

一
流
」
を

組
織

だ

て

て

「
五
輪
書

』

を
著

作
し

、
兵
法

の
理

に
ま

か

せ

て
諸

芸
諸
能

の
道

に
わ

た
り

、
美

術

工
芸

の
傑
作

を
残

し

、
自
己

を
凝
視

し

て
は

『
独
行
道

』
を

書
き

残
し

た
。

芭
蕉

と

同
じ

元
禄
時

代

に
活

躍

し
た

と
し
た

ら
、

恐
ら

く

「
兵

法

の
道

」
で

は
な

く
、

ち
が

っ
た
方

面
で

そ

の
天
オ

を
発
揮

し
た

こ

と
だ

ろ
う
。

人
と
時

代

と

の
関

係
も
ま

た

興
味
深

い
。

武
蔵

は

そ
の
晩
年

を

、
肥
後

、
細

川
家

の
客

分
と
な

っ
た

こ
と

は
、
あ

ら

ゆ

る
意

味

で
彼

に
は
幸

福
で

あ

っ
た
。
細

川
家

は
、

そ

の
中
興

の
初

代

幽
斎

以
来

き

わ
め

て
文
武

二
道

に
理
解

を
も

っ
た

家

で
あ

る
。
武

蔵
を
小

倉

の
小

笠
原
忠

真

の
許
か

ら
招

い
た

三
代
忠

利

は
、

そ
の
仕

え
た

翌
年

没

し

た
が

、

二
代
忠

興

(
三
斎
宗

立

)
は
、
武

人
で

あ

る
と
と

も

に
、
利
休

直

弟
子

の
茶

人
、

趣
味

の
人
。

(武
蔵

の
没

し
た

正
保

二
年

の
暮

れ

に
没

し
た

)

忠

利

の
室

は

、
徳

川
秀
忠

の
養
女

で
、

実

は
小
笠

原
秀

政

の
女

(名

は
千

)
、

即
ち
武

蔵

の
仕

え
た

小
笠
原
忠

真

と
は
き

よ

う
だ

い
。

そ

し

て
細

川
家

の
家

老
松

井
家

(
主
家
細

川

の
別
称

長
岡

姓
を

許

さ
れ

た
。

長
岡

式
部
、

ま
た

佐
渡

守
と
称

す

。

)
の
代

々
が

、
武

蔵
を

厚
遇

し
た

。

松
井

家

の
中

興

の
初

代

康
之

は
、
幽
斎

に
近
侍
し

て
武
功
が

あ

っ
た

。

元
亀

二
年

二

五
七

一
)

二
月
五

日
、
大

原
野

の
小
塩

山
勝

持
寺

に
お

い

て
細

川
兵
部

大
輔

藤
孝

(幽
斎

)
興
行

の
、

い
わ
ゆ

る

「
大

原

野
千
句

」

に
は

、
里
村

紹
巴

、
昌

叱
な

ど

の
連

歌
師

の
連
衆

に
、

当
時

十

三
才

の
熊

千
代

(世

)
と

い
う
藤

孝

の
長
男

、
後

の
忠

興

の
作
が

あ

る
。

そ
し

て

二

月
七

日

追
加

の

「
賦
何

人
連

歌
」
に
は
、

第

四

に
康
之

の
作

品
が

残

る
。

二
代

は
興
長

。
(
一
五

八

ニ
ー

一
六

六

一
)
武

蔵
と
だ

い
た

い
同

年
令

で

よ

り
長
生

き

し
て

い
る
。
慶

長
十

七
年

(
一
六

一
二

)
四
月

、
武

蔵

は
都

よ

り
小
倉

に
来

て
、

「
父
無

二
の
介

門

人
」

の
故

に
、
興

長

に
願

っ
て
佐

佐

木
小
次

郎
と

試
合

を
し

た
と

『
二
天
記

』

に
い
う

。

(
武
蔵

の
父

と
興

長

と

の
関
係

を
う語

る
。

こ
の
記
事

の
当
否

は
わ

か
ら

な

い
。

)

{
・

三
代

は
寄
之

。
二

六

一
五
ー

一
六

六
六

)
忠

興

の
末
子

で
忠
利

の
弟

。

興
長

の
養
子
と

な

っ
た
。

武
蔵
生

前
は
も

と
よ
り

、

そ

の
死
後

の
取
扱

、

配
慮
は

ま

っ
た
く

す
ば
ら

し

い
。
(
3
)
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肥

後

に
お

け
る
武

蔵

の
動
静

を
も

っ
ど

も

よ
く
伝

え

て
い
る
も

の
は
、

『
二
天

記
』

の
次

の
記
述

で
あ

る
。

武

蔵
平

居
粛

静

に
し

て
、
或

は
連

歌

・
茶

・
書

画

・
細

工
等

に

て

日
月

を
過

了
す

。
寄

之
主

の
亭

に

て
も
連

歌

の
会

度
々
あ

り
。

長
岡

右
馬

助
重

政
森

崎
玄

三
等

執
筆

有

リ
。
連

衆
物
声

次

の
間

に
聞

ゆ
れ

ど
も

、
武

蔵

の
物
声

計

り

一
向

な
か

り
し

と
、
其

比
寄

之

主

の
近

習

申
し
合

へ
り

と
な

り
。

細

川

家
入

国

の
寛

永
九

年

(
一
六

三

二

)
以
前

、

肥
後

は
加

藤

忠
広

の

支
配

で
、

八
代

の
城

代
加

藤

正
方

と
そ

の
臣

西
山
宗
因

が
昌
琢

の
門

人
で

熊
本

あ
た

り
は

連
歌

の
さ
か

ん
な
土

地
柄

で
あ

る
。

ふ
し
ぎ

な

こ
と

に
、

武
蔵

の
連

歌
関

係

の
も

の
が

、
ま

だ
熊
本

か
ら

は
報
告

さ
れ

て
い
な

い
。

今
後

の
精

査

に
ま

ち
た

い
。

な
お
武

蔵

の
俳

譜
作

品

は
、
万

治

二
年

二

六

五
九

)
、
備

前
片

上

の
住

人
岡

本
仁
意
胤

及

の
編

の

『鉋

屑
集
』

と
、

延
宝

四
年

二

六
七

五

)
、
豊

前
中
津

の
藩
臣

、
坂
部

弥
堅
胡

分
の
編

の

『
到
来
集

』
と

に
見

ら

れ
る
。

「
肥
後
領

の
中

に
、
武

蔵
作

あ
り

て
、
尤

も
傑

出

せ
り

」
と
池

辺
氏

も
言

わ

れ
る
通

り
、

「
な
ま

こ
透

し
」

の
武
蔵

鍾

と
呼
ば

れ

る
も

の
は

、
林

又
七

な
ど

の
名

工
を
だ
し

た
肥
後

鍾

の
本
場

に
き

て
か
ら

の
細

工
で
あ

ろ

う
。

彫
刻

に
は
木

彫

の
不
動

明
王

(
熊
本
市

雲
厳

寺
蔵

)、

書

は
さ
き

に

の
べ
た

。
絵

画
で

は
、

「
鵜

の
鳥

の
図
」

、

「
枯

れ
木

に
も

ず

の

図
」

「
芦

雁

の
図

」
な

ど
が
す

ぐ

れ
て
い

る
。

こ

の
よ
う
な

武
蔵

の
多

芸
多

能

に

つ
い

て

『小

倉
碑

文
』

に
は

、

加

旙
無

不
通

礼
楽
射

御

書
数

文
、

況
小
芸

巧
業
殆

無

為

而

無

不
為
者

欺

、
蓋
大

丈
夫

之

一
体
也

。
④

学

問
深

く
、

す

べ

て
器

用
で

、

こ
れ
は

「
大

丈
夫

」
の

一
面
と

ほ
め
た

た

え
た

。

武
蔵
の
没
し
た
年
の
こ
と
を

『
二
天
記
』
は
こ
う
記
録
し
て
い
る

一
、
正
保
二
年
の
春
、
武
蔵
疾
病
也
。
同
四
月
書
を
家
老
衆
に
与
ふ
。

其
文

態
と
各
様
迄
以
書
附
御
理
申
候
。
兼
て
病
者
に
御
座
候
処
、
殊
に
当

春
煩
申
候
て
以
来
、
別
而
手
足
難
立
罷
成
候
。
此
前
拙
者
年
久
敷
病

気
故
、
御
知
行
之
望
杯
不
仕
罷
在
候

先
越
中
様
御
兵
法
御
数
寄
被

成
候
故
、

一
流
之
見
立
申
上
度
存
、
粗
兵
道
之
手
筋
被
成
御
合
点
候

時
分
、
無
是
非
仕
合
せ
失
本
意
候

兵
法
之
利
と
も
書
附
上
可
申
旨

御
意
候
へ
共
、
書
附
迄
に
御
合
点
如
何
敷
存
、
下
書
斗
調
差
上
、
兵

法
新
敷
見
立
候
事
、
儒
者
仏
者
之
古
語
、
軍
法
之
古
沙
汰
を
も
不
用

只

一
流
を
心
得
、
利
方
の
思
を
以
て
、
諸
芸
諸
能
の
道
と
も
存
、
大

形
於
世
界
之
理
明
か
に
得
道
候

へ
ど
も
、
世
に
逢
不
申
体
無
念
に
存

候

今
迄
世
間
兵
法
に
て
身
過
候
様
に
存
候

右
様
之
事
は
真
の
兵

法
の
病
に
成
申
候
事
に
御
座
候

今
申
処
末
之
世
に
拙
者

一
人
之
儀

は
古
今
之
名
人
に
候

へ
ば

奥
意
御
伝

へ
可
申
候
処
、
手
足
少
も
叶

不
申
候

当
年
斗
之
命
も
難
斗
候
へ
ば
、

一
日
成
と
も
山
居
仕
、
死

期
之
体
、
世
上
へ
対
し
蟄
居
候
事
に
被
仰
付
候
様
に
、
御
取
成
可
被

下
候

已
上

四
月

十

三

日

式

部

殿

監

物

殿

宇
右
衛
門
殿

参

宮
本
武
蔵

玄
信

判

其
後

潜

に
霊
岩

洞

に
至
り

、
静

か

に
終

命

の
期

を
了

せ
ん

と
す

。
然
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る
に
早

世

上

に
何
角

奇

怪

の
浮
説

あ

り

と

。
寄

之

主

開
し

召

し

、
放

鷹

に
託

し

て
岩

戸

に
至

り

、
武

蔵

を

諌

あ

て
誘

ひ

、
千

葉

城

の

宅

に

帰

り

ぬ
。

為
介

抱
寄

之

主

の

家
士

中

西
孫

之

允

を
差

添

置

る
也

。

こ

の
四
月

十

三

日
付

け

の
書

簡

に

は
、

武
蔵

晩

年

の
心
境

が

に
じ

み
で

て
い

る
。
細

川
忠

利

に
招

か

れ

て
肥
後

に
来

た
が

、
頼

む
越

中

守
忠

利

に

は
先

立

た

れ
、
兵

法

「
二
天

一
流

」
と

号

し

て
、

新

し

く
見

立

て
、
儒

者

仏

者

の
古
語

、

軍
法

の
古

沙
汰

も

か
ら

ず

、

独
自

の
体
系

を

、

自

分

の
言

葉

で

組
織
だ

て
、
だ

い
た

い
世

の
中

の
原

理
を
究

め

尽
し

た

と

思
う

が

、
世

間
が

う

け

い
れ

て
く

れ
な

い

の
が

な

に
よ

り
残
念

で

し
か

た
が

な

い
。

「

末

之
世

に
拙
者

一
人
之
儀

は
古
今

之
名

人
候

」1

こ
の
自

信
、
こ
の
自
覚

。

し
か

し

い
か

な
る

天
下

の
名

人
も

病
気

に

は
勝

て
な

い
。
手

足

少
し

も
叶

は
ず

、
今

年

一
年

の
命
も

も

て

そ
う

に
な

い
。

コ

日
成

と
も

山
居
仕

り

」

と

い
う

。

こ

の

「
山

居
」

を
念

じ
た

武
蔵

の
気

持
ち

を
重

視

し
た

い
。

『
五
輪

書
』

を
書

い
た
岩

戸
山

へ
上
り
霊

岩

洞

に

こ
も

り
た

い
。
世

間
に

は
蟄

居

し

た
よ

う

に
し

て
く

れ
と

い
う

申
出

に
は

、
さ

す
が

の
三
家
老

も

捨

て
置

く

こ
と

は
出

来

な
か

っ
た

ろ
う

。

現
在
、
松
井
家
に
は
宮
本
伊
織
と
長
岡
寄
之
と
の
往
復
書
簡
が
保
存
さ

れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
寄
之
の
は
草
案
で
あ
る
。

○
宮
本
伊
織
の
書
簡

己
上

未
蒙
(カ
)高
意
候
へ
共

一
筆

致
啓
上
候
然
者
同
名
武
蔵

煩
申
候
而
養
生
之
様
子

色
々
ヒ
為
入
御
情
ヒ
下
候
由

図
乍
慮
外
奉
望
存
候

猶
重
而
可
得
貴
意
候

恐
憧
謹
言

承
恭
次
第
可
申
上
様
無

御
座
候
私
儀
不
日
罷

趣
御
礼
等
も
申
上
度
存
候

適
無
拠
仕
合
御
座
候
而

存

()
不
罷
成
背
本
意

奉
存
候
武
蔵
儀
常
々

御
懇
志
御
座
候
由
承

及
候
間
弥
養
生
之
御
指

宮
本
伊
織

十

一
月

十

五

日

長
岡
式
部
少
輔
様

参
人
々
御
中

花
押

注

(

)
不
明
の
字
、
《

》
抹
消
部
分
、
(カ
)難
読
の
文
字
。

次
も
同
じ

○
長
岡
式
部
の
書
簡

尚
々
貴
様
之
儀
内
々
承

及
候
間
以
書
状
成
共
可
申
伸
と

存
候
処

二
何
角
打
過
御
報

如
仰
未
得
御
意
候
処
二
預
御
状

不
能
成
候
間
向
後
者
互
二

辱
令
拝
見
候
御
同
名
武
州

可
得
御
意
候

己
上

熊
本
よ
り
程
近
在
郷

へ
御
引

込
候
而
被
居
候
処
ニ
ヒ
煩
出
候
而

医
者
共
申
付
遣
薬
服
用

養
生
ヒ
仕
候
へ
共
柳
験
気
も

無
之
二
付
而
在
郷

二
而

ハ
万
事

養
生
之
儀
茂
不
自
由
二
可
在
之
候
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御
出
候
て

間
熊
本
へ

《被
罷
出
》
養
生
可

佐
渡
拙
者

然
之
由

《
拙
者
佐
渡
守
》
両
人
か
た(

)
処

よ
り
申
遣
候
へ
共
同
心
無
之
候

《
間
是
》

肥
後
も
殊
外
懇

ニ
ヒ
申
医
者
な
と
も

《非
共
ヒ
御
出
候

へ
程
隔
て
ハ
養
生
》

色
々
遺
申

色
々
養
生
候
て
在
郷
二
而

ハ

《談
合
亦
不
成
肝
煎
可
申
様
茂
》

養
生
之
儀

差
図
難
ヒ
致
候
間
度

()

()

《無
之
与
申
遣

二
付
而
》

一
昨
日
熊
本

ヘ

ヒ
罷
出
候
様
二
と
ヒ
申
候
間

被
罷
出
候
此
上
者
養
生
之
儀

猶
以
肝
前
…無
油
断
様
二
差
図

肥
後
も
懇

二

(
)

()
医
者
な
と
も
△

等
可
仕
候
間
○
可
御
心
易
候
気
色
相

△
付
置
ヒ
申
候
間
o

替
儀
茂
無
之
此
中
同

(

)
ヨ
リ

貴
様
之
儀
御
見
廻
有
度
候
へ
と
も

其
許
思
召
侭
二
不
成
無
其
儀
由
尤

()

()
御
養
生
之
儀
随
分
肝
煎

可
申
候
間
御
気
遣
有
間
敷
候

拙
者
儀
武
州
震
元
ヘ
ヒ
参
剋

よ
り
別
而
心
安
咄
申

二
付
ケ
様
之

瑚
者
弥
不
致
疎
略
候
佐
渡
守

儀
者
不
及
申
前
々
勺
久
申
通

二
付

一
入
無
余
儀
存
肝
煎
申
躰
二
候

可
御
心
易
候
尚
期
後
音
之
時
候

恐
膣
謹
言

長
岡
式
部
少
輔

十

一
月
十
八
日

寄
之

宮
本
伊
織
様

御
報

こ

の
往

復
書
簡

は
十

一
月

の

日
付

け
で

あ

る

。
そ
う

す
る

と
、
寛

永

二

十

一
年

の
十

一
月

に
な

る
。

(
こ
の
十

二
月

に
は

正
保

に
改

元
さ

れ
る
。
)

寛
永

廿

年
十

丹
十

日

に
は
、

岩
戸

山

へ
上
り

、
霊

岩

洞
で

『
五
輪
書

』

を
書
き

初

あ
た

。
完

成
ま

で

に
、
ど

れ

ほ
ど
、

か
か

っ
た

か
わ

か
ら

な

い
。

寒
さ

に
向

う
折
柄

、

洞
内

で

の
執

筆

は
ま

こ
と

に
健

康

の
た
あ

に

は
よ
く

な
か

っ
た

ろ
う

と
思
わ

れ

る
。

「
熊
本

よ
り
程

近

い
在

郷

へ
御
引

込

」
と

は
霊
岩

洞

を
さ
し

て
い
る

。

「
煩

出

候
而

、
医
者

の
薬

服

用
し

て
養

生
さ

れ

て
も

い
さ

さ
か

の
験

気
も

無

い
」
と

い
う

の
が
、

こ
の
書

簡

往
復

の
十

一
月
ご

ろ

の
武
蔵

の
容

態
で

あ

っ
た
。

こ
こ
で
さ

き

に
引

用
し
た

『
二
天
記
』

の
四
月

十

三

日
付

け

の

三
家

老

あ

て
の
書

簡

に

つ
い

て
考

え

て
み

よ
う

。

二

日
成

と
も

山
居

仕
り

」
と
言

っ
た
武

蔵
は

、
多

分

『
五
輪
書

』

の

完

成
後

も
ず

っ
と
岩

戸

山

に
居

た
か

っ
た

の
だ

ろ

う
。

そ
し

て

い

つ
と
は

な
く

病
状

も
す

す

ん
だ

こ
と

だ
ろ

う
。

そ

の
場
合

、い

っ
た

い
、
四
月

十

三

日

は

、
『
二
天

記
』
の

い
う
正
保

二
年

な

の
か
、

そ
れ

と
も

往
復
書

簡

の
内

容
か

ら
見

る
時

、
あ

る

い
は
、

そ

の
前

年

の
、
寛

永
廿

一
年

の
四
月

十

三
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日
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

こ
の

「
一
日
成
と

も
山

居
仕

り

」
た

い
と

い
う

の
は

、

「世

を

遁
れ

て

山

林

に
ま
じ

は

る

は
、

心
を
修

め

て
道

を
行

は
む

と
な

り
」

と

い
う
鴨

長

明

の
考

え

に
通

じ

る
。

長
明

は
、
賀

茂
神

社

の
弥
宜

の
家

に
生
ま

れ
、

そ

の
父

祖

の
跡

を

つ
ぐ

よ

う

に
願

っ
て
許

さ
れ
ず

、

河
合

社

の
社

職

の
候
補

に
あ

げ
ら

れ
な

が
ら

、

こ
れ
も

実

現
せ

ず
、
出

家

し
た

。
後

鳥
羽

上
皇

に

召

さ

れ

て
、
和

歌
所

の
寄
人

に
な

り
な

が
ら

、
あ

と
で

は

こ
れ
も
辞

退

し

た

。

い
く

つ
か

の
失

望

、
失
意

の
あ
と

、
建

暦

二
年

二

二

一
二
)
、
・
『

方

丈

記
』

を
書

い
た

の
は
、

彼

の
六
十

二
才

の
と

き
で

あ

る
。

(
一
説

、

六

十

才

)
、

こ
れ

は
武

蔵

の
没
年

と
同

じ
で

『
独

行
道
』

執

筆

の

こ
ろ
と

だ

い
た

い

一
致

す

る
。

も
ち

ろ

ん

「
私

宅

に
お

ゐ

て
望

む

心
な
し

」
と

い

う
武

蔵

に
は

、
方

丈

の
庵

さ
え
結

ぶ
気

持
ち

は

な

い
。

し

か
し

長
明

の
失

意

、

失

望

の
連
続

は

、
天

下
無

双

の
腕

を
も

ち

な
が

ら
、

「
治

国
」

の
志

望
が

達

せ
ら

れ
ず

、
老

境

を
迎

え
た
武

蔵

と
よ

く
似

て
い
る
。

「
身

を
知

り
、

世

を
知

れ

れ
ば

、
願

は
ず

、
走

ら
ず

、
た

だ
し

ず
か

な

る
を
望

み
と

し

、
憂

へ
な
き
を

た

の
し

み
と

す
」
と

い
う
『
方
丈

記
』
の
発
想

は

、
ま

た

『

独

行
道
』

の
各
条

句

に
似

通

う
も

の
が
あ

る
。

こ
れ
は

、
両
者

が

、
自

己
凝

視

の

つ
ぶ
や
き

を
文

字

に
し
た

こ
と

か
ら

く

る
相

似

で
あ

る
。

世
阿

弥

に
能
楽

の
伝
書

『
花

伝
書
』

な
ど

の
著

述
が
あ

る

こ
と

は
、
武

蔵

に

「
兵
法

の
道
」

の
伝
書

『
五
輪

書
』

の
著

が
あ

る

こ
と

と
似

通
う
。

世

阿
弥

は

、
当

時

「
猿
楽

の
能
」

と
呼
ば

れ

て

い
た
も

の
を

「
道

」
と
し

て
考

え
た

。
応

永

七
年

(
一
四
〇
〇

)
、
最
初

に
書

い
た

『
風
姿
花

伝
』

の
、

そ
の
序
文

と
も

い
う
べ
ぎ
と

こ
ろ
で
、

「
此
道

に
至
ら

ん
と

思

は
ん

も

の
は
、

非
道

を
行

ず

べ
か
ら
ず

」
と

い
う

。

「
此
道

」
と

し

て

「
能

」

を
考

え
た

こ
と

は
、

当
時

「
兵
法

」
と

呼
ば

れ
た

も

の
を

、
武
蔵

は
か

な

ら
ず

「
兵
法

の
道
」

ま
た

は

「
道
」
と

い

っ
た

こ
と
を

思

い
出

さ
せ

る
。

た
だ

し
、
世

阿
弥

の
い
う

「
非
道

を

行
ず

べ
か
ら

ず

」

「
ま

こ
と

に
ま

こ
と

に
、
能

を
知

ら

ん
と

思

は
ば
ま

。つ
諸
道

諸
事

を

う
ち

お
き

て
、

当
芸

ば
か

り

に
入

ふ
し

て
、
連
続

に
習

ひ
極

め

て
」

(
『
花
鏡

』

)
、

こ
れ

は

武

蔵
と
大

い

に
趣
が
ち

が

う
。

「
我
兵

法

を
学
ば

ん

と
思

ふ

人
は

、
道

を

お

こ
な
ふ
法

あ

り
」

と
九
条

目
を

あ
げ

た
中

に
、

「
第

二

に
道

の
鍛
練

す

る
所

。
第

三
に

諸
芸

に
さ

は
る
所

。
第

四

に
諸
職

の
道

を
知
事

」

(地

の

巻

)
と

い
う

の
を

見
れ
ば

、

そ

の
ち

が

い
は

あ
き

ら

か
で

あ

る
。

占
!、

 

『
五
輪
書
』

に
お

け
る
武

蔵

の

「
兵

法

の
道

」
論

は

、

兵
法

の
道

に
関

す

る
理
論

的
な

探
求

も
、

歴
史

的
記

述
も

す

こ
し
は

あ

る
が

、

そ
の
根

源

は
、
人

間

の
心
理

を
究

め

る

こ
と

で
あ

り

、
人

間

と
し

て
い
か

に
生

き

る

べ
き
か

の
実
践

的

探
求

の
あ

と
で

あ

る
。

「
兵
法

の
道

を

学

ぶ
」

と
は
、

「
朝
な
夕

な
　

勤
め

お

こ
な

ふ
に

よ

っ
て
」

「
道

を

鍛

練
し

」

て
生

涯

に
わ

た
り

、

「
諸
芸

に
さ
わ

り
」

「
諸

職

の
道

を
知

り

」

全

生
活

面

に

及

ぶ

「
道
」

と
し

て
、
人

間

の
能

力

を
知

り
伸

ば

す

こ
と

で

あ

る
。

『
五
輪

書
』

が

こ
の

よ
う

に

「
二
天

一
流

」
と

号

し
た
武

蔵

の
兵

法

の
道

の

「
道

理
」

を
書
き

あ

ら
わ

し

て

い
る

の
に
対

し

、

『
独

行
道

』

で

は

、
「
身

に
」

と
か

、

「
我
事

に
お

ゐ

て
」

と
か

、

「
身

ひ
と

つ
に

」
あ

る

い

は

「
わ
が

身

に
」
ま

た
は

「
老

身

に
」

「
身

を
捨

て
も

」
と

い
う

よ
う

に

、
武

蔵

そ

の
も

の
、
自

己

の
真

実

そ

の
も

の
に
な

っ
て
い

る
。

こ

こ
に
同

じ

武
蔵

の

『一



執
筆

で

あ
り

な
が

ら
、

『
五
輪
書
』

と

『
独

行
道
』

と

の
大
き

な
ち

が

い

が
あ

る
。

そ
し

て

こ
の

『
五
輪
書
』

か

ら

『
独
行

道
』

へ
と
進

展

し

て
い

っ
た
と

こ
ろ

に
、

武
蔵

の
生

涯
が

、

「
道
を

楽
し

み

つ

つ
」

「
独

り
道

を

お

こ
な

ふ
」

「
朝

鍛
夕

練
」

の
毎

日
で
あ

っ
た

こ
と
を
物

語

っ
て
い
る

。

『
独

行
道
』
が

二
十

一
条
句

と

い
う
「
奇

」
数
で

あ
り

、
各
条

句

の
末

尾

が
均

合

を
と

っ
て
い

る
か

の
よ

う

に
し

て
全

体

的

に

「
不
均

斉
」

で
あ

っ

た
り
、

内
容

が

「
簡
素

」

「枯

高

」
で

あ

っ
た

り
す

る

こ
と
は
、
武

蔵

そ

の
人

の
参
禅

の
あ

と
を

示
す

も

の
か
も

し

れ
な

い
。

「
道
楽

」

の
署
名

を

し

て
い
る

「
戦
気

」

の
書
も

、
あ

る
い
は

「
戦

気
」

と

い
う
表

題
は

「
公

案

」

に
当

り
、

「
寒

流
帯

月
澄
如

鏡

」
と

い
う

白
楽

天

の
詩

句
ー

そ
れ

は
恐

ら

く
『
和

漢
朗

詠

集
』
に
学

ん
だ

も

の
と
思

わ

れ
る
l
l

は
、
「著

語

」

に
当

る

と
も

説

明
で

き

よ
う

。

(
「
戦

気

」

の
書

と

武
蔵

の
俳

譜

に

つ
い

て
は
別

稿

「
和
漢

朗

詠
集

と
宮
本

武
蔵

」

に
譲

り
た

い
。

)

武

蔵

の
絵

画
作
品

に
例
を

ひ
け

ば
、

『
独

行
道
』

は

、
武
蔵

筆

の

「
鵜

の
鳥

の
図

」

に
近
く

、

『
五
輪
書

』

は
、

「
枯

れ
木

に
も
ず

の

図
」

に
相

当

す

る

だ

ろ
う
。
枯

れ

木

の
先
端

で

に
ら

ん
で

い
る
も
ず

二
羽

に
く
ら

べ

岩

上

左
む

き

の
鵜

一
匹
。

世
間

の
喧

燥
か

ら
超
然

と

し

て
い
な
が

ら

、
そ

の

の
ど

ぶ
く

ろ
は

ふ
く
ら

ん
で

い
る
。
た

く
ま

し

い
足
。

眼
が

生
き

て
い

る
。

お
ど

け
た

よ
う

で
ど

こ
か

に
し

た
し

み
を
ま

す

そ

の
目

つ
き

。

「
二

天

一
流

」

の
兵
法

の
道
を

大
成

し

て
、
剣

に

よ
る
勝

負
と

い
う

こ
と
が

、

目

前

の

こ
と
で

な

く
な
り

、

「
兵
法

の
利

に
ま

か

せ

て
、
諸

芸
諸

能

の
道

と
な

せ
ば

、
万

事

に
お

ゐ

て
我

に
師

匠

な
し

」
と

い
う

。

「道

楽

」
と
号

し

て
、
閑

日
月

を
楽

し

ん
だ

武
蔵

。
自

己

を
み

つ
め

て
す

ご
し

た
老

年

の

円

々
、

そ

の

こ
こ
ろ
。

そ
れ

が
絵

画

に
あ
ら

わ

れ

て
、

こ
の

「
鵜

の
鳥

の
図

」

に
な

っ
た

の
だ

ろ
う
。

『
独

行
道

』

は
、

宮
本
武

蔵

の
自

己
を

み

つ
め

て

の

つ
ぶ
や
き

が
お

の

ず

か
ら

詩
的

表

現
と

な

っ
て
あ

ら
わ

れ
た

も

の
で
あ

る

。

『
二
天

記
』

肥
後
文

献
叢

書

第

二
巻

一
九

二

ペ
ー
ジ

「
俳
句

研
究

」
昭
和

十
七
年

七
月

号

「
宮
本

武
蔵

の
俳

譜
」

松

井
家

各
代

の
年
紀

は
、
松

井

明
之

の
氏

の
ご
好

意

に
よ

る

『
古
事

類
苑

』
武
技

部

一

四
十

ペ

ー
ジ

本

稿

は
、
九

州
大

学
教
授

中
村
幸

彦
博

士
か

ら
終

始
懇

切
な

ご
指
導

を

受

け
ま
し

た
。

こ
こ
に
感
謝

い
た
し

ま
す
。

な

お
概
要

は
、
昭
和

四
十

二

年

五
月

二
十

一
日
九

州
大
学

国
語

国
文
学

会
で

口
頭

に
て
発
表

し
ま

し
た
。

(42

・
8

・
10

)
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